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はしがき′

戦時中並びに終戦直後における家庭燃料事楠はその大

部分が薪炭に依存していたため，薪炭業界は官治統制の

上Iこあく・らをかき生産面にも，流通面にも特殊な助成策

が構ぜられていたのであった。しかし終戦後漸次経済復

興も軌道にのり，他の燃料の供給も漸増して統制の必要

もなくなり，昭和25年統制徹廃となり自由経済の世界

に仲間入りしたのである｡その後家庭燃料事情も石炭ガ

ス施設の復旧並びに増設，灯油，煉豆炭の進出，石炭入

手の自由化，電力の供給増加等によって薪炭の占める部

門が漸次蚕食され，エネルギーの需要増加にも拘らず薪

炭の需要は増加せず，むしろ都市関係においては漸減さ

えしている現状にある。更に一方薪炭原木の利用もパル

プ産業等の新技術の進出によって原木入手の読合も初ま

り，薪炭生産者にとって重大な問題となりつつある。こ

れら薪炭業界の現状並びに将来を見透して行政上の諸問

題点を紹介して御批判を仰ぎ，関係者からの御教示をお

願い出来れば幸いである。

1．最近の木炭需給

統制徹廃の昭和25年以後における木炭の生産量，在

荷量並びに消費傾向について象ると第1表の通りであ

る。

この表によると最近の木炭生産錘は大雄200～210万

屯というIことになり，28年度は213万屯となっている

が，30年度は､200万屯を大きく割っている。（これは

28年度は東日本鯉或の冷害による異常噛獲で, 30年度

第1表木炭生Z木炭生産

は豊作による異常減産とゑられている）すなわちここ6

カ年間は200～210万屯のペースの生産で需給バランスが

とれているものと思われる。これを消費傾向についてみ

ると，25年をさておき26年以降は全国28都市及び東

京都共に家庭職入遥は年を減少の傾向にあり，逆に煉炭

は漸増の傾向にある。この都市消菱の減少傾向は石炭ガ

ス施設の復旧及び増設，灯油，煉炭の進出，プロパンガ

スの出現等が大きく影響しているものと思われる。

2． 家庭燃料綜合需給6カ年計画

木材資源利用合理化協議会（経済企画庁）が昭和31年

1月30日決定したものによると第2表の通りである。

この表による薪炭材の所要鐙は木炭,薪の消菱の大部

分が家庭燃料にあてられているという考え方であって，

家庭燃料の総需要遼を求めることによってその中にしめ

る木炭,薪の需要壁を鎌出している。従って家庭燃料の

総需要壁ぱ29年産については木炭，薪，煉豆炭，石

炭，ガス，灯油，プロパンガスの実需要量と，これら以

外の使用されている燃料を想定し，カロリー計算による

木炭算で算定すると共に，30年度以降については人口

の増加率，消費水準の上昇率を使用し，これに所得弾性

値を考慮して上昇指数を計算し，家庭燃料の総需要量を

想定している。この表によると，家庭燃料の需要指数は

29年度から35年度迄に22．2％の増加を計画している

が，薪炭の増加難は少く，むしろ煉豆炭石炭，ガス，

灯油，プロパンガスその他の燃料が伸びることになって

いる。すなわち木炭の消費量は生活必需品的部分におい

在荷通，消費鍵調
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平野 ： 転機にある薪炭行政

第2表家庭燃料綜合需給6カ年計画
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ては他の燃料に押され，今後尚減少することも予想され て広葉樹黄源を原料とするパルプ工業と薪炭生産業とは

るがその持っている箸侈的，嗜好的性質のため，国民所 地域的には正に原木収得上正面衝突の状態にあると云え

得の安定並びに増加に伴いそう減らぬことも考えられ両 るであらうし，むしろ立木買付においては追われる立場

署勘案して一応この表の如く推定されている。 におかれていると云える。

以上1，2において木炭の需給の問題点を述べた次第 又パルプ工業のほか，最近頓に発展を期得されている

､である。 繊維板工業及び削片板工業が，その原材料を一応朧廃屑

3． パルプエ業等新しい木材エ業の伸展 材を原料とすることにしているが，これら廃屑材の承で

パルプ工業力難戦後異常な勢をもって幟蓋しているこ は採蝉上量的に不足をすることが多く，矢張り薪炭原木
と噂一般によく知られていることであるが，このパルプ 或はパルプ原木のス手に同祷f定することとなり現在既
工業の発展と針葉捜灌翻尉典給との関連において，その針 にその動きが出現している。従って繊維板工場或妹削片
套識の供給は到底パルプ･の墳産に趣直してゆくことは不 板工場の増新設が多く企画されている今日，矢張り近い
可能な資源伏況にあるため，パルプ蘂系においては漁吹 将来これら工場の資材集荷圏に入る地域においては，薪
広蕊錨資源を利用することを研究し，最近における設備 炭業界に大きく影響を受けることが考えられる。更に最
は専らB･K･P(晒クラフトパルプ)s･c･P(セミケ 近の研究によって木材糖｛唾業が完成を見んとしており

ミカルバルプ）等広謀調を原料とするように変って来て これが完成実施の暁には叉同様原木の鋳合が擬測になる

いる。したがってこの数年来パルプ原木としての広鶏劃 ことが予期されている。木材糖化.糞とは木材を原材料

の使用量は箸るしく墳加し，今後もこの傾向力輪くもの として結晶ブドー糖を主製品とし，アルコール，フルプ

と思われる。これを木材資源利用合理化溌義会の決定し ラール，灘錘，リグニン等を副製品として生産しようと

た6カ年計画についてゑても第3表の通りである。 するものである。

この表によってわかるように，パルプの増産計画に対 これら新しい木材.蘂は何れも薪や木炭より付加価値

してその原木所塞の増加は，針蕊封についてはその増 の高い製品が作られることどなるためw木材利用合理化

加量は少いが，広蕊曾については相当大幅に増加してい 上は誠に喜ばしいことであるが，鯉薪炭業者にとっては

る。このパルプ原木としての広漠識は質的には薪臓票木 原木確保の不安，原木値上りによる生産コスト攪痔によ

と一致していることに注目しなければならない。しかも り#鋳鐸をつづけることが不安となり，ひいては聯錐

最終製品の付加価値からゑて，当然パルプ原木の方力識 転換の問題が起り，その識萱については農山村経済問題

炭原木より有利に取引されているのが現実である。従つ として重大なものである。

第3表パルプ生産計画及び原木同…
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平野 ： 転機にある薪炭行政

は品質もさることながら，外観，形状，大さ等に主眼が

おかれているが，小量包装炭，輸出炭，成型炭，工業用

炭等の進出により，今後の消費が一部特殊嗜好的用途以

外剛i次外観，形騰，大さ等のウエイトが少：なることも

予期されるとき，現行規格が当然根本的に再淡討される

日も近いものと思う。

4．生産技術と規格の改善

従来製炭技術の改善については主として製窯技術及び

その操作についてであったが，今度林業試鹸場において

研究されている触媒製炭法及び成型炭は鋤切的なもの

で，目下その実用化について鋭意実験中であるが，近く

その成功を期待されている。

触媒製炭法とは製炭原木に塩化アンモニヤ，硫酸アン

モニヤ等を塗布して，これら薬品を触媒として収炭率を

あげんとするもので，実験室では相当の収炭率（20～30

％）を収めている。これによって製炭者の所得が改善さ

れると共に老木等を原木とした場合の炭質改善に役立

ち，製炭業界の劃期的技術として期待されている。

叉成型炭については従来質的（固さ）に充分でなく，

かつ大逓生産に不満足なところがあったが，今回の研究

においてば質的にも満足され，かつ大誕生錘式の目途

もついて来て目下その試験中であり，低位炭を再製して

成型炭として付加価値を高めることに成功しているもの

である。従って今後木炭業界にも機械の導入をして工業

化段階に入ったことが云え，今後の発展に明るい曙光が

見えて来たと云えよう。既にアメリカにおいては専らこ

の成型炭が市場に好評を博しているといわれ，今後アメ

リカ向輸出についてこの成型炭をもって当てようとその

工場を企画している企業家も出ていることを考えると

き，我国における成型炭工業も前途明るいものがあると

思う。

更に従来も実施されたことのある木酷液の採取につい

て，最近脱臭剤，殺菌剤及び肥効剤として科学技術庁に

おいてとりあげられ，再びクローズアップ･されて来てい

る。現在東京都清掃本部において都内淡尿処理について

実験を初め，林野庁においてもその実瞼に協力をしてい

る。この実験に成功を見た暁においては厚生省において

も犬きくとり上げ，全国旅館，或は飲食店，公衆便所そ

の他悪臭を忌避するところはすべて使用をすすめ，我国

から悪臭を除去し，文化度を高めることも考えられてい

る。叉田舎（農村）においては蕊尿の脱臭，殺菌と共に

その肥料効果が大きい点を利用するときは農家にとり一

石二鳥の効果が期待せられることとなる。叉木酷液を濃

縮して生魚の脱臭，防腐に利用すること（従来の煉製と

同様の効果をあげる）も既に一部において実用化されて

いる。

以上これら劃期的な生産技術を成功させて普及し得る

時には，木炭業界の進む方向が相当慶革されてくること

も考えられる。

又これら劃期的生産技術の改善によって今後の木炭の

消喪規準が変ってくることも予想される。現行木炭規絡

5．生産者の組織化

薪炭生産者の現状は，企業製炭者はさておき副業製炭

者においては，その自家製品は一部農協（僅か森組）を

通ずるが，大部分は集荷業者（商業資本）を通じて販売

しているようであって，その生産者としての立場におい

ては殆んどその組織を有せず，例え組織を有しても極め

て弱体なものが多い。従って原木確保対策の面に猿いて

も，金融面においても，更に販売面においても各個的に

処理され，不利な立場に蓋かれているのが常である。斯

様な状況下にあっては如何に有利な対策が識ぜられても

末端の生産者に有利に展開することは困難である。すな

わち対象となるものが個々ぱらぱらで把握し難いと共に

その信用力は低いのである。従って今後少くとも政策

(対策）が識ぜられるとしても， その対象を明確にする

と共に弱小信用力の結集によって信用力を高めることが

必要となってくるのであって，ここに組識化の必要を強

調しなければならない由因がある。既述の通り新木材工

鞠進出によって一部地域においては原木硫保問題は深
刻となりつつある。叉農山村経済の現ﾘ級ぴ木鋳給の

現況からみても，資金力は弱くて金緬薗においては必ず

しも有利な条件はないのであるから，少くとも生産者の

組＃渕上によってこれが剥処してゆくことを考えねばなる

まい。

叉新技術の零入にしても，触媒製炭実施についてば，

その薬剤の購スがあり，成型炭によって製炭業の発展性

を考えるときも，その凄械設備を自らの手で実施するこ

とに飛躍してもよし，木酷液の集荷，販売方法について

も有利な展開が考えられる筈である。

更に現在の生産，流通，消費の取引系列の改善が当然

とりあげられなければならない現在，少くとも生産者に

とって有利な方式を考えんとするならば，矢張り弱小な

生産者として朧組織によって結集した力で当らざるを得

ないのではなからうか。

数年来木炭業界の大きな問題として活溌な運動が展開

されていた木炭倹査国庫助成の問題も生産者に対する助

成と考えるならば，この生産者組織化の方策を完遂する

ことによって別の角度から検討力確められることも考え

られよう。
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平野：転機にある薪炭行政

し木炭の輸出はアメリカ向け(スキヤキ用，ビフテキ用，

ピクニック用等）力窪であって，昨30年来一部貿易商

社で冥味をもって研究せられ，30年初から未だ僅少量

ではあるが，北海道釧路地区から識されている。今後

その発展には期待はもたれているが，未だアメリカに鐇
口

ける日本製品の需要実態が明確でなく，今後需要実態，

輸送方法，製品（品質,銘柄,について現行農林規格品

との比較，叉成型炭がよい力等）についての研究が必要

であらう。

次に輸入問題であるが，相手国としては中共温州炭

(白炭）であらうが，その供給実態は未だ不明確である。

しかし木炭の輸入は資源的並びに価絡的には一応納得し

得る点もあるが，現在の農山村における製炭者の経済状

態から詮て到底賛成できないのが原則であらう。叉一般

家庭用炭としても白炭鴨要は澗鰄しているので大きな魅

力ではないであらうが，唯一部二硫化炭素用等の工業用

炭として需要が適迫するような時があるときば問題とし

て起り得る可龍性も考えられる。しかし木炭輸入は国内

製炭者に対してその心理的悪影響は大きいであらうし，

特挺木炭の需要も今後その伸びは余り期待し得ないとす

ればなお更であらう。

③木炭公営検査国庫助成

この問題は木炭業界がここ数年来全力をあげてその完

遂を期して運動して来たところである。この問題につい

ては，最近の地方財政の不如意，製炭者の負担限界等に

より公営検査の実施体制維持困難に陥ったため，何とか

検査体制を維持するには国庫助成に頼る外ないので熾烈

な要望となっていることは，都道府県或ほ業界指導者の

無理のないことで充分理解されるのであるが，国庫にお

いて助成しなければならないという理論づけが未だ完全

に得られないと共に，与論の支持も十分でなくまだ機熟

せずというところで懸案のままに推移している。現在の

情勢ではこれが急転回して好転するとも考えられないの．
で，むしろ検査問題については既述の通り角度を変え，

生産者の組識鋤bによってこれが解決の方策を考えるこ

とも問題を解決する一方策かとも考えられよう。叉検査

については今後新技術の導スによって生産，流通，消裁

の取引系列の改善も研究課題となっているのでその研究

過程においても当然検討を加えられねばならぬ問題とせ

られている。

6． 市況調査の拡充

生産者の組織化力轤炭政策の塞本問題であると共に現

藷薗における当面の動きを処理するに必要なこととして

は諭兄調査の拡充であらう。日との薪炭の鍾壁,淵魎，

消費の動向が明確でなければ薪炭生産者の目標はぼける

し，叉消饗面において民生上の問題として無費任なこと

なる。鏡近の家庭鞘騨潅罰青としては，石炭カス，陳豆

炭，灯油等が木炭にとって代る癖料として急速に伸展し

て来ているというものの，寮だそのウエイトは決して木

炭に及ぶものでなく，日本のオーソドックスな家庭燃料

は依然やして木炭が占めているといわざるを得ない状況
にある。従ってその市況が確実に迅速に把握されること

により，生産者にとってはその生産目標が確立し，叉円

滑な淵蝿対策が識ぜられ，ひいては一般大衆も安心して

生活し得るものであることは云を侯たない。よって市況

調査の精度を高めてゆくことこそ薪炭政策の埜本をなす

もので，敢へて問題としてとり上げて承たのである。

一
斗

7．そ の 他

（1）薪炭林の施業改善

従来からとり上げられている問題であるが，原木確

保，製炭原価面に問題の出て来ている今日，薪炭林の施

業改善により少くとも製炭者に有利になるよう対処する

事は最も必要であるが，新木材工業の進出ィ製炭の新技
術の導ｽ難をも検討した薪炭林の樹種,立地並びに蝿
が要望されることとなるであらう。

（2）薪炭の輸出並びに輸入

木材資源不足の今日，当面の対策として林野庁として

は少くともその輸出については極あて消極的であり，そ

の輸入については極力国内材価絡の見合いにおいて推進

して来たのが原則的な動きであった。然し漸次我国も国

際舞台に進出して来た今日，貿易の自由化の方鋼主国の

垂木方策となって来ている。従って薪炭についても国内

需給に大きな影瀞がなければ輸出せしめる方策が妥当と

考えられ，更に最近の薪炭需給の現況と輸出状況（30年

産810屯‘31年度9月迄407屯）とを検討して，輸出

貿易管理令による輸出制限を撤廃せしむくしとの意見が

強く，近くその方向に処置せられることと思われる。蓋

4b

一

』

××

× ×
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1

でそれ等の見聞記も併せて紹介することにした。

昭和31年度

からまつ樹の結実と

その問題点

各産地別豊凶の概要

i 各産地別の豊凶調査

各産地には立地品種と目される系統が永い年月の間に

淘汰され，存在していると，いわれている。その系統に

は，夫女鵠生の高いものと，比鯛杓低いものと，存在

することは予想され，従って豊作年においてもその緤莞

の塵合の差は本来あるといわねばならないだろう。

そこで最も望ましいことは従来採種産地として（しか

も良質であると鑑評のある地方）最も期待されている地

方が本年庭豊作であってほしいことである。

噸待されている産地Iといわれる地方について，小

沢氏は八ケ岳附近のものが最も品質が良く，濁笥系,富

士山系及び北ｱﾙプｽ系なども良いが御岳山系のものは
シイナが多くよくない，と云っており安藤氏は木曾産叉

は八ケ痴壁が良く浅間山系，富士山系は小粒不良種子で

あると云っている。長野采ﾎ織部では浅盾係は母樹と

して不適なため，将學…しない方針のようである。こ

の点について高糒氏がかつて，諸産地別種子の纈生淀つ

いて述べているので第1表に掲げ御参考に供したい。各

系統制種子の品質，蕊崇率,並びに植栽後の造林成績に

ついては重要な椛来の研究事項であろう。

第1表各産地別種子の特徴

▽▽

浅田節夫
－－ー＝ー 一二争壼Lpl一画写一一一の一‐一 一 ﾛーーーー

目 次．

はじめに

各産地別豊凶の癖

i 各麹』の豊凶調査

ii 各産地の錨林設定の状況及び天然生林，

人工林の分布について

iii産地別の露地の標高について

iV霜害の影響について

vむすび

~一一一

はじめに

1955年秋,称業試験場木曾分場にて，来年度からまつ

種子の豊作を発表した。そこで毬果のややはっきりみら

れるようになった1956年6月下旬，主要産地と目され

て､､る地方に調査を依頼した。その後7月中～下旬にそ

れら地方事務所林務課よりの報告に基づき（松本，王滝

諏訪，伊那，各営林署の協力も得た）本年度からまつ結

実状況につき主として民有林の概要を知り得た。其の後

国有林の概況については長野営*i掲造林課の御好意に依

り資料の提供を得ここに県下，国有林，民有林を通じて

主要産地の概略の事情を知ることが出来た。

本報告は昭和25年以来久しく待望されたからまつの

豊作年を迎えるにあたり，林業技術者として大いなるよ

ろこびと，次機豊作年に対する資料としてとどめた次第

である。

尚からまつの結実については種盈論議されてきたの

で，日頃考えていた諸点についてもこの際ふれてみた。

御批判と御叱正を御願いいたしたい。

本報告をとりまとめるにあたり，林野庁，長野営林

局，長野県林務部及び各産地の官庁，民間諸団体の懇切

なる御援助を賜わったことを厚く御礼申上げる。

追記幸いにも8月下旬中央アルプス系，9月上旬

金峰山系及び八ケ岳系等の産地を見学する機会を得たの

戸一

１
口

種
灘
率
一

蕊’
の誉|繍蕊

■

富士山系｜
川上系’

八ケ岳系

浅間系

御岳系

北アルプ
ス 系

日光系

南アルプ
ス 系

短小“｜
大大粒｜
小小粒

小粒，

大粒’

握

ロ

高い良い

最も
良いれる

I

最も
高い

高い｜
低い

良b

一
▲ 良い

劣る

少い普通

劣る

普通 瞥適|麓“
（高橘,松尾：カラマツ林業線説による）

第2表は各産地の報告をもとに作成した豊凶一鴬表で

ある。「豊」「並」「凶」の表し方について長野営林局造

林課では「苗畑提要」（1949青森営林局）の記賊を標準

としている。

本表より八ケ僑系種子は訪諏側（諏訪営林署：諏訪地

方事務所林務課)並びに佐久側(南佐久地方事務所林務課

北佐久地方事務所林務課?臼田営林署)共に概して豊叉

は並と推定している。筆者・信州大学農学部助教授

一一5－．－－



浅田：昭和31年度からまつ樹の結実とその問題点

第2表産地別豊区一覧表 本数が制鐙･中に0．3以下の場合は周糊で

あり剛劉林ではないとしているが，指定

・ 母樹10本以上あれば剛劉林とする見解

を一応豊野県ではとっている。

第3表は国有林に於ける剛徴林の識澄状況

を示めすもので，本表によれば昭和17年～18

年以来逐次設定が進められ，現在管内251,

33ha (63,]87*)に亘り主として浅間山，

八ケ岳に設定されている。これ等の母樹林の

種子生産量は昭和25年の豊傾爵には1,082

kgであり, 19,856kg(同年の勢Ⅸ錘）の
5．4％にあたっている。

第4表は舜盲林における状況を示めしてい

る。率林にては昭和27年～30年迄に8,996

本設定され要保臘母樹2,986本，非保俄母樹

6,010本となっている。方塞に依れば指定母

樹の本数は約10,000本であり，所要母樹本

数42,738本の21.5％にあたっている。嘩

4表江参照）特に本年は川上村に県直営の採

租這諺蕊を裳魏し，その指定母樹からの猛子を

県下生産者に払下げる方針をとった。尚塞

県造隊10年計画（昭和27年より向う10"

年）に依り種子所塞とそれに基く前掃母樹

指定太数は各郡別に決定され，その麹蔵に向

っている。

篭篭
‘埜剃

②

リ ,;刊
G bｂ
９
ｂ
打
・
げ
吻

遣
氷
慨③

面

Ｔ
合
と１〃

塾

雁
謹
増
岡
Ⅷ
川
馴
朏

蕊識ｰ

、～
②0

灘難＃

霞．

蕊●両

大了－0三

減 Ⅲ

一
」園罹

卦

②
、

－

』

錘
雨ン

一生■

髄．
二■L

瀦凶

‐ 、‐ 、

間 ワ．-ク

〃

⑭
●

次に上述の母樹叉は鰯鋤泳が現在天然生体及び人工林
一 －9

凧〃国有林 の岬に重点溝おいているかについて第5菱腫示めした。
本表に依れば浅債係では，民有林は天然生林に主として

例③ 民有紙 依存し，鬮宥赫臓緬半に依存して､､る｡八ケ醤系は鬮有
農地 林では，殆んど大部分天然生林に依存する。民有林では．； ．：

。｡p争･り令

その半は人工林に依存しており，その人.淋は佐久側に
○ 画布林 多く，諏訪側は天然生林に主として依存することも興味

口 民宥斌 あることである。
尚御岳，北アルプス系は国有林では天然生林に，民有

次に浅間系種子は（北佐久,地:岩村田署？上田署） 林では人工林に依存している。

共に豊叉は並であり，上記2犬産地が豊作叉は並作であ 叉，南，中央アルプス系は官行造林地より主として採
ることは大いに本年の結実が期待される。 種している。

本年の豊作にあたり各産地の採種林の現状並びに本年 これ等の採種林は国，民有林ともに1級，2級採種林
度の特異性等について以下項目別に解説することにした に区分することは難しいとしても，採種禁止林について

ii 各産地の母樹林の設定状況及び天然生林， は早急に決定を要することであろう。
人工林の分布について iii産地別採取地の標高について

もとより天然生林の指定された母樹叉は母樹林から採 本年度の特色として，毬果の蒜生は海抜高の高くなる
種することが暫定措置として現状でば止むを得ないこと につれ減少している。

であろう。そこで各産地の国有林，民有林別母樹及び母 国有林について承ると，海抜高1,000m～i,300mの

樹林設定の現況についてふれて承よう。 地帯が最も多くそれより筒くなると箸るしく減ずるとい
註母樹及び母樹林について；#鐸種苗法では其の指定 う（長野局小瀬川技官に依る）八ケ岳でも低い人工林地

－6－
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浅田？昭和31年度からまつ樹の結実とその問題点

第3表 母樹林の設定一覧表

（昭和31年7月調査，長野局造林課調）

系繊|蝋悪名|議窪隼 蝋
琳
僻
？』

『醐人
α

凸

日

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

甲

■

０

■

Ⅱ

■

Ⅱ

Ⅱ

日

日

日

日

８

１

９

日

■

１

日

０

６

ｐ

い

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

９
－

度

１
－

人

←
Ｊ

一
群
癖

兀
く

I
I

工別
令）

面 識

ha
－

4．27

(2,000本）
30．95

（9,800）
一－

11.58

(14,652)
77．11

（18,429）
19．67

(7,515)
78．34

（7,927）
5．00

暫定

浅間系 〃

暫定｜

｜篠繍’

’

Ｊ
Ｊ

年
年

７
５

０
７

辮
罪
酔
罪

天
く
人
く

上 田

〃

岩村田

昭29

昭18～19

昭19

120kg (管内数量410kgの29%にあ
たった〕

-

655kg(8,900kgの17%にあたった）

d

l
Ⅱ

ノ激54）
、昭17～18

繍|臼 鬮 ，．
〃 昭17 予撒17.）

久 ，昭"~,8 1ﾉ雛45)
補|諏訪 ｜天然林

〃 ’ 287kg(14,489kgの1.9%にあたる）
八ケ岳系 〃

恒久 〃

嬢補|諏訪
霞ｱﾙ桑|恒久|駒ケ根’

0■一

昭2.｜輔噺
大14

天徽I80)昭9. 10

人蕊~“）昭17

0．3

（30）
4．11

（494）
9.30

(2,790）

20kg(57kgの85%にあたる）

不明(1,000kg)

7

北アルプ
系ス

1,082kg(19,856kg)=5.4%

第4表母樹林の設定一覧表

（昭和31年7月長野県林務部調）
■

』

I母樹林 ’
’

天然 人工林別

ｕ

|’系 続 設定場所 設定年次 面積（本数） 備 考
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〃
〃
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〃
〃
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指
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八〃愚系｜〃

〃
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中央アルプス系

御岳系

計
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６
１
０
０
２
４
二
４
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３
１
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３
２
３

●
●
●
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牢
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３
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３
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一
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皿
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』
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〃
〃
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〃
〃
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〃

５
０
２
９
０
０
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０
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７
０
３
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０
１
０
７
９

４
１
８
１
４
今
４
１
〃
ｌ
９

，
，
ｒ
Ｌ
，
，
ｒ
」
〃
ｉ
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１
２
↓
３
８

ｒ
Ｌ
〆
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ｒ
、
〆
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／
Ｌ
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５
妬

１
６
３
。

０
２
・
・
５
２
０
・
０

７
３
４
６
８
３
３
０
刀

１

小 諸 市

北佐久協和村

南佐久北牧村
〃 川上村
〃 〃

安南穂高町

上伊駒ケ根市

西筑木租村

凸

ゴ

曇

あるもの，梢端が折損した樹木が多いことを見聞した。

（臼田：牛山署長，八ケ岳担当区主任談〕

民有林についてゑると，まったく同様に従来1,200m

以上の霧のかかる地に多かったが，本年憾海抜の低い地

に特に多いことを指摘している。（ｵ唯久,地，）（第

6表参照）

信大演習林の調査では800m附近の人工林地に最も多

く, 1,000m附近にもみられるが2,000m付近でば非常

に少く，昨年樹幹にRingingを施した天然木にのみ結

実をぷた。

ivからまつの各産地における霜害の影響

本年3月下旬の雨氷害は局部的ではあるが，からまつ

樹の楯端を破砕し，樹枝を折損し特に八ケ岳の佐久側に

激甚の被害をみた。その後，5月1日及び5月15日の

第4表（Ⅱ） 長野県母樹林整備計画表

（昭和30年長野県林務部調製）

｜
l
Ⅱ藤…|蕊職懲ゞ

昭和30年度末指定本数
一

要補償|非補償｜ 計
本

2.986 ，｡"ず| ，,"ず|筆｡鞠‘
本

’
1

21．5

0

帯が多く1,700～1,800mの天然林には少い。これにつ

いて舞也では気象自窪件と“の関係で説明している。

C侍に天然林の採種林が逐次t顕Eされて減少したことも

収鍾には大きく関係している）概して天然林（1,700～

1,800m)は欝閉大で従って枝上りをして採種林として

は不適であり，個女に疎開した単木に龍ぎき多く，それ等

の結実木は，前回に適庭に枝下しされたもの，幹に損傷

－7－



。

浅田：昭和31年度からまつ樹の結実とその問題点

第5表採種林（天然生林と人工林の区分）
′

の現状（昭和31年7月）

は川上村では昭和25年よりやや上廻る戊漬であり，臼

田鍔管内でば例年の0．6に達し（臼田署）その被害は当

初予想されたほどではないようである。

むすび

昭和25年度の大豊作後5カ年を経た本年度の結実状

況について概略は既述したところであるが，昭和25年

と31年との結夷唖を対比した結果は次の通りであ

る。

K9
5DOOOT

204,000

天
集
林

人
工
称3jOOO

25融癒撫睡|副年藤癩礎予定’31/25比

37.5％

29．8

35．2！
48,880kg l 18,830kg

20,100 1 6,000

68,980 1 24,330

｜
諦
訴
計

民
国

2,000

ｒ
圭
形
叱
彬
挫
浅
間
系
民
有
称

圓
有
祢

《
〕

1.000

すなわち，31年度は25年度の収量の3割5分にあた

ることになる。既に国有林では全体酌に傾丙は「並」と

判定し（長野営林局）従って長野県T国,民有林を通じ

て，「並」と判断される。なお日光系については「凶」

であり熊木県林務部)，寓士系については，報告を現在

迄に得ていない｡」

そこで主…血の鍔が最も本年度の収量を左古する

ので，昭和25年度と比較した講果を示めすと次の通り

である。（第5表参照）

1

００５
採
種
量 〃

ｎ
南
ア
ル
プ
ス
要
回
有
赫
）

〃
函
北
ア
上
ブ
ス
東
（
国
有
埜

園
御
缶
墓
国
有
益

八
ヶ
缶
川
上
系
民
有
林

回
亦
林

民
有
林

第6表産地別採種地の海抜高（民有林調査）

鰡5霊誇鬮｜慰霊篶憲。
2‘0001 凸

浅間系

八ケ岳系

北アルプス系

809kg

2,700
30

4.400kg

15,000

700

1-500
E

一－一一一一 】

一
’

一一一

Ｔ
課
（
ス
ワ
）

雫
ｌ
Ｉ
ｊ
（
サ
ク
〉

1.000

’ 本表より八ケ岳系の減収が特に本年度の収量に反映し

たことは明らかであるが，民有林の各産地別実態調査と

共に現在調査中である。

次に，昭和25年鹿採取された県下各地②種子が，本

年迄に使用された経過について説明したい。

民有林の調査も含めて，その種子の年度別の動きを調

査する予定であったが，民有林の実態を調査することが

難しかったので長野局造林課資料より国有林の調査だけ

にとどあた。鐸7表参照）

第7表より全量22,296kgの約0.2割が長野局内に

て消費され，約0.6が他局に持出され0．2が民間に放出

されていることがわかる。

本年度の林野庁の種子網反目繧鍾ほ約5"kgである

と薙美されているが，上記の如く本年度長野梁採取予定

量は, 24,330kgであり，長野県各地の見聞の綣果より

すれば，更に本年度予定量は上廻ることは雛簔であろ

う。

なお,富士系統は壁作であり，北海道も結実多ぎこと

《
．

5

海棋

／ 渓
間

入
ヶ
缶

御
缶

北
ア
ル
プ
ス
票

南
ア
ル
プ
ス
京栗 東 栗 東 京

染下~帯をおそった低温は7露tに瀧讓に影響をおよぼ

したことであろう。

各産月鯛Iにこれらの霜害の結実におよぼす被害を調べ

た報告に依ると，浅間系は被害は少く（北佐久，地,)八

ケ岳系は前述の如く佐久側に被害大（長野局造林課)，

川_上村一帯も5月の低温で大被害が予想され嘆的に半

減）（南佐久,地，川上村森林組合う，八ケ岳の諏訪側に

は儲害は今のところゑられないようである。（諏訪，地，

諏訪署）北アルプス，南アルプス，御岳系は被害はない

ようである。（北安,地，松本署，西筑摩,地，王滝署）

しかし実際にば,9月採種直前,私の見聞したところで

一一一8－一一

■
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浅田：昭和31年度からまつ樹の結実とその問題点
－－

第7表昭和25年度採種種子の使途一覧表

(昭和31年8月，長野局造林課資料より調査）
訪地｡）（諏訪鶚，臼田署）

以上あ諸項目に依り，豊作と･目された,本年の結果が
予想外の減量を来たしたことになろう。

最後に，采下各産地を見学しての私見を1，2述べた
いo

(i)各産地の天然生林が既述の如く，無統制に伐採さ

れて行く現状をぷるとき，天然母樹林の温存は,種子生
産を高めるため，且その産地固有の系統保存育成のため
遥ドとも早急対策を講ぜられねばならない。

幸いにも国有林，民有林,共に母樹林の設定がすすめ
られつつあることはよろこばしい限りである。
（五）各主要産地では，本年特に，下記の事項に留意し
ていた。

イ）採種期日の厳守。

戸）採種母樹の枝条を成るべく支障させないため鐵附
的指導。

ハ）毬果の盗難防止。

上記達成のため国，民有林力漣絡してその対策にあた
っていることは注目された。

(iii)林木育種事業指針(56年8月）に示めされている

ように癖林については，その醗封の撫育を適切にして
不良木憾伐採し，不適な林分1こついては鎬重禁&三称を指
示することこそ最も必凄曾である･う。

参考文献

小沢準二郎カラマツのたれ，料祭解鋭シリーズ46
（1952）

鯉淵 隆からまつ篇（育苗鋳罫）全苗タイムス社
（1953）

安藤清一からまつ植林と養苗の秘訣，からまつ研
究会（1952）

中村寶太郎カラマツのタネ，長野林友6月号(1956）
林野庁編ホ妹育種事蓋識卜（1956.8.）

川上村（金峯山系)長野県直営採種母樹林の一部
黒点は裁果のスズナリに結実してL､る状態

年塵採取堂|当局使用率局使鰯率間使用量
註1

(462)k
1，382

745

140

239

592

567

549
(462）
4，214

、
ノ
ｇ

4

4

昭25

26

27

28

29

30

31

32予定

小計

22,296kg 4,080k

3,340

719

979

2，697

1,819

13,634

32kg

1，100

1,371

1，3お

522

98

4，448

’

１
１ ’

→

註1)前年鹿から癖塗した種子を使用したものである。

を聞いているので目標量に達することと思う。

次挺31年度の鍵伏況について罎也よりの報告を綜
合して，その特色を示めすと次の通りである。 ．

(i)最プ灌地である八ケ岳の佐久側が3月下旬の雨氷
雪書のため“が破砕されたため，八ケ岳壷子量は激
減した（鳶睡久，地,）ことが本年の予想を裏切った主
因であろう。

(ii)国隷kでは，獺友高の低い1,000m～1,300mが

主要産地ともくされ，民有称では800m～1,000mの人
工i剴氷地力辮実が多い。

尚所謂里山の人工造休地の幼令永,蕊凋木，孤立木に
多くの結実うき承られる。（諏訪地，鳶佐久地，北佐久地）
(iii)八ケ岳j緬騨鱸は,従来天然生林を対称として

いるのが特色と承なされたが，近羊天然生林の伐採によ
り昭和25年度に比べ，剛劉林が箸るしく減少した（諏

4

■

篭
斑 鶴鍵ヨ

灘
『

鉾

…

黙

湾

更

川上村（金峯山系）種子採種後の枝条の破損状態を
示す

・追記・ 静岡操弱：務部治山課より富士山系か島追記・ 静岡果林務部治山課より富士山系からまつの結実について下記の通り連絡があ．り付言します。
1．本年度富士山系からまつ種子の豊凶……並。

2．本年度採種予定量･…．極く少量試験用として採種の予定。
3．昭和25年度の採種量……3kg
4.．採種中心地の海抜高.…･1,400～1,500m
5．低温の被害．．…．認められない。

(以上は，静岡営林署管内についてとりしらべたものである｡）

－9－
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｡

要性とその妥当性とについて深く認識され， 1950年頃

から全域にわたって化学肥料による卿魍が実地に力強く

展開されてきている。その範囲は極めて広く，苗畑・特

用樹種林腫もとより短伐期小丸太生産林・長伐期用材

称･落葉採取林･農用林・ポプラ栽培林･溶悪林･海岸

林・牧野林・放牧林にまでおよんでいる。

ここでは新植林・壮齢林・老齢林だけに限定して，そ

れぞれの肥培法についての概略を紹介し，諸賢の御参考

に供することにする。

2．施肥造林

植栽苗木の養分要求量として，一般に承認されている

見込承量は第2表に示めすとおりである。

第2表普通造林樹種の苗木の養分要求量

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnD

西ドイツにおける

林蜘肥培の概要

＋ 十 ＋

芝本武夫

nnnnn□□nnnnnnnnnnnnDDD|n□□

1．まえがき

西ドイツの穎赫は獅苅,戦寿,戦後を通じて大過伐を

重ねてきたために，利用できる放熱抹分の議責は著しく

減少し，その佃噸生長量の漉旦にほ甚しいものがあるよ

うである。戦後にもいかにひどい過伐が行われてきたか

についての一例を1949年に求あると，その伐採面積は

586,263haに達し，全森林の実に9.3%にあたって､、

る。標準f蕊面積が1．0％であることと対叱して，いか

に甚しい過伐であるかがわかる。それでもなお木材の需

蕊を拳たすことができず，年盈多量の輸久を余儀なく

されてきている。その関係は第1表によって明らかであ

る。

第1表西ドイツにおける木材の需巽量と

伐採量と鯰ス量

《
）

数
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０
０
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一
一
一
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０
０
０
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６
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これら養分讓球篭のうちの一部は，土壊から天然に供

給されるが,それだけでは不足する。最商生産量をあげ
ようとすれば，どうしても化学肥料を施用することが必

要になる。その場合に，加到圏料と燐酸肥料とだけの施

用では不十分で，窒素肥料も蓑た施用しなければならな

い。その窒素は硝酸態のものよりもむしろアンモニア態

のものの方が優る。 また，林木ほ塩素に敏感であるか

ら，これを含まない肥料を選ぶ方がよい。そのほか，苦

土の麺巴も考えられている。

トウヒおよびクリ・ナラの各苗木を対象とする施肥造

林において，燐酸と加里とを基肥として一定量ずつ施

し，窒素の量を種食に変えて試験したところ，ある程度

までほ施す鑿葬の堂が多い輝ど，成績が良く，特に綻毛

の喧径が増加する笥窪が認められている。また，南ドイ

ツのアガマツ地帯における天然下種苗木に対する窒言朝巴

料施用奉においても, ha当りの雲電施用量が80kg

までは,多く施すほど成績が良くなるという第3表に示

す結果が得られている。

強酸性泥炭土においても，窒素施用の効果ほ顕著であ

る。トネリコに対する郷E識の瀧銀を魂ても，燐醐E

料の効果が著しいが，雲肥料の効果も大きく現われて

いる。モテノキ科の樹木に対する硝瀬蕊達襄の識にお

いても, ha当り窒素100kg施したものでは，無筋郁巴の

ものに較べて，主芽と枝の平均伸長が5倍大きく，葉の

&

b

|

年次

1947

1948

19妙

1950

1菱1

需要錘伐採量｜
（百万立方米）（百万立方米)

5L62 1 5LO
44．83 44．0

37．25 35．5

33.08 30．0 l
33.88 29．5

84．24 28．0

31．60 1 24．5

輸入価格
〈百万マルク）篭孟蕊)’

0．62 1
0．88

’･75 1
3.08
4．38

6．24

7．10 1

一

一
郵
麺
唾
皿

１
Ｊ

戦争によって著しく窮乏し，さらにそれに拍車がかけ

られつつある林力を，急漣に増強するためには，短伐期

伐採利用の可能性と生産力増進の問題について解決する

必要があるとして，戦後いちほやく真剣に研究された。

その綣果，短伐期生鴎ま林地鯉智を識ずることによって

はじめて可能であること，および林地肥培はﾎ材こまたは

林地への獅巴によって最も容易に有効に達せられること

がわかった。すなわち，赫桑にも化学肥料を施用する必

鰻者・東京大学艇学部教授・農博

－10－
』
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芝木；西ドイツに瀦ける林地肥培の概要

第3表南ドイツのアカマツ天然下種苗木

に対する窒素施用量試感成績

年ha当|平均樹高｜ 撫寵鰯に測定した

アカシヤも肥料成分に対する要求度ば高い。このこと

は第6表に示す毒肥料施用区の結果からも，容易にう

なづける。しかも面白いのは』植栽巖ただ1回の卿凹で

あるにもかかわらず，緬巴区と無澗剛巴区との生霊の差

は逐年増加するばかりであることである。どうしてこの

ような綣果になるのか，その椹本的な原因は要するに根

の生長に対する肥料の効果に素附しいものがあり，冶林

木の生活6”の拡大と士鯛生質の改善によるためといえ

よう。

第6表アカシヤの完全肥料施用試験成績の一例

り施用量| (cm)|ZOW皿淵6割瀧刷}脇
43．85 15．40 4．35

“・3025．80 7．50

,39.75 16.70 14.45

31“'35”2"5

区
区
区
区

塞
囎
蛇
嬉

無
知
印
加

４
１
９
５

９
６
１
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●
●

●
●

７
４
今
９
戸
。

４
５
５
６

０
０
５
０

８
３
９
２

●
骨
●
●

６
０
４
８

３
３
２

一
卵
鮨
弱

■
の
●

２
４
２

圃淑も4倍大きくなっている。

僻砂地など燐酸に乏しい士壊にフランスカイガンシ

ヨウを植栽する場合には，完全肥料の施用が極めて良好

な成績をあげることが明らかにされている。施肥して数

年の後に伐倒して承ると，年輪幅の変化によって，ばつ

きりと瑚巴した年を樹商できるほどである。その場合の

過燐醗石灰の遥遥は1本当り60gである。

また，アカマツの卿E造林において,ha当り研薩135

kg・逓鯨酸石灰270kg･50%加里鵬料180kgを施す

と，2年間にその生長壁を30％増加させることができ

たが，獅陛量を2倍に多くすると，全員増加趣は4％に

とどまったという実験例がある。下草の繁茂が箸るしく

なることによる生長阻止の悪蔑謬響が大きく加わる虞があ

るので，アカマツの施肥は植栽後2～3年後に行うのが

よいともいわれ，一部ではそのように実行されているよ

うである。

i跡k地への鰄巴量は, ha当りN50kg･P20550kg･

K3060kg以上でなければならないといわれていぁ。実

際にあげている獅巴効果の数例を示すと，つぎのとおり

である。

第4表 1､ウヒ1､ウヒ

樹、 高(cm)地上30cmの直径(cm)
年次

|施肥区
167．64

228．60

329．18

457．10

無施肥区

76．20

106．68

201. 17

304.80

施肥区

178

3．05

406

5．33

無施肥区

1.02

1．52

2．54

3．05

一

１
１

年
年
年
年

１
２
３
４

実際に施肥木の根系は，その大きさにおいても分岐数

においても，無獅凹木の3～5倍も大きくなるの力噌遡

である。

造科沐が大きくなるにつれて，”巴する量は増加しな

ければならない。Pridh2mば茄犯塑蒸壁萱を窒素におき，

胸高直径1cm毎に面罎1.119,すなわち胸高直径5cm

のものには5.559, 16cmのものには約189を施す方

式を提案したが，ドイツでの試験雑録によると，それで

は過少であって，比較的犬きな樹木になるとそれによる

生長増力唾雌余りにも小さい。直径が大きくなるにつれ

て，もつと施用量を多くしなければならない。麺Eを繰

返えす年数の最大は4カ年間で，榧哉年から識冶すると

■

＝

の施肥造澗鋤果の一例

|植綱時
樹高

(cm)

植栽後4年目の測定結果

樹F(cm)|側根(cm) 主根の長さ(cm)

最大|最小

20 1 [5

‘,｜‘，

1本当り唾(9)根元直径

,最大'最小最大

325 160 1 8･9
|625 400 1 11.0

ｊ
ｍ
小
０
０

ｍ
企
孔

く
最

試験区

最大’最小|最大最小
45 1100～1701 60~80

93 135～2451100～110

9

区
区

巴
巴

蝿
細

73

119

60

82

しての施肥量ほ，第､6表に示すように，年を20％ずつ

増加させる。料地全面に撒布すると，潤鎭や下草類の

繁茂を低筐するおそれが多いので，植栽苗木1本1本に

施していくか，またば植列間に施すようにする。しかし

植栽してから3カ年以上を縄固した林の場合にほ，全面

撒布を行ってもよいといわれる。ただ1カ年間だけの施

肥でも，その効果に素晴しいものがあることは，前掲の

例でも明らかである。1，－マス燐肥や加里謹土を用いる

第5表カラマツの施肥造林効果の一例(3年生樹高）

無施肥区 無窒素区’三要素区
".'6cm l アa87cml U'79

カラマツの窒素要求壁が大きいことは第5表の三雲

区と無窒素区を較べるとき，樹高に40.92cmもの差が

認められるところからも明らかである。

－11－〃
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芝本：西ドイツにおける林地肥培の概要

第7表施肥造林の窒素基準施脈量 て有効である。

（2）称木はすべて肥料に対する反

応を示し,特に窒素および燐酸に対

して強く反応するので，施肥の効果

が羅誇に現われる。

（3）生長の睡盛な麺蹟に対しては

”巴することによって，はじめてそ

の泣麹の利用を十分ならしめること

ができ，しかもその4鍬を活かした

生長を発揮させることができる。

(4j或る織費職廊の坐育に対してば

立地も，施肥することによって，十

０

Ｎ
年
奉
空
記
姫

２
加
釦
浄
函
唖
圭

り
ず
・
６１

当
’

ぬ

地
年
沁
釦
錘
５
０
１

－
一
一
哩
廻
一

０
．
８
０

１
６
５
２
浬

１
部
繩
③
一
可
部
却
５
８
－８

本
施
６
５
６
７

１
Ｎ

1年2
年

０
０
０
０
０

年
帥
０
帥
如
釦
釦

一
‘
お
一
一
一
一

数
４
５

卵
叩
釦
釦

０
２
２
３
２
２

蛇

０
０

用
年
却
韮
悲
卸
旙
電３

施
３
顕
渥
鎚
叩２

ha当り
本数 | s 年
10,000

10,000

4，5“

25.000

15.000

20．000

ミ
ヒ
ッ
ツ
ラ
ナ

ウ
崇

モ
ト
カ
マ
ナ
プ

I

ときにば，植栽または播種の2～3週間前に，植穴を堀

って，その土とよく混和しておくようにする。

窒素肥料施用の時期力電蕊要である。モミを除く他の林

木は生育開始期よりも，生育の中期に窒素吸収量力批較

的大きい。第8表に示めすとおりである。潅木類・雑草

第8表林木の窒素吸収の模嫌（全要求量に対する％）

劣るように思われる立地も，施肥することによって，十

分に利用できる。

（5）施肥すると，洞木の葉や根の発育がよくなるので

土壊の腐植含量は増加し，溝趨ま良好になり，生産力は

増力ける。

（6） したがって，同一樹種の造林を重ねても，地力の

低下が少なく,保続釧謹を期待することができる。
（7）下刈回数が少なくてずぶ，造刷沐の保育管理力溶

易になり，耀費がﾌ愚隔に節減される。

(8) jmMEによって利用可能の大きさに達するまでの期

間が大'隅に繊捕さね，しかも材質の低下をきたすことも

ないので，経済的利翻生は織菱に犬きくなる。

3．繊鈴林への施肥

壮齢林の窒素要求量は年ha当り40～60kgに達する

ので，その不足が生蔓を制限する原因になる場合が少な

くなく，人為的に窒素を施すことによって，著しくその

収穫愚を増加させることができる場合が多い。

一般に海俊高が高くなると，落葉枯枝類中の窒素含量

朧減少する｡たとえばﾄｳﾋ林において,落葉枯枝を通

じて二f錘に供給される年償渥零麗量は，海抜筒180mの赫

分では21.55kgなのに対して，掘友高'800mの洞扮で

は僅かに13.15kgに過ぎない。マツ林では一層少なく

5.57kgに過ぎない。

腐植中の窒素量はha当り320～770kgが雷鼠である

が，ドイツの場合でば146～1084kgである。そのうち

可給態のものは僅かに5.10％に過ぎない。ブナ・マツ・

トウヒ各附1分の腐植中の窒索はha当り492kgに達す

るとはいえ，根繍生のものは僅かに25kgに過ぎない

のである。しかも,A層から溌税される鐙は多い。ライ

ンメーターを用いての研究によると，腐植層および謹篭

枯枝層を通じて謬透する豊菫蓑の量は年ha当り4.5～33.8

kgで，そのうち4～20%が癖駿態篝素12～40%がア

ンモニア態篝謁40～75％が有雑窒素である。

最高生誕をあげようとすれば，鐸要求曇と腐植中

一
一

１

5~7月 ’ 7~9月｜』1 月樹種 3～5月

’ ０
１
５
喧
一
加
調

６
２

５
９
７
９
０
０
０

１
４
２
１
２
６
１

５
０
１
６
０
０
２

２
８
５
４
８
２
６

モ ミ

トウヒ

カラマツ

マ ツ

プ ナ

ナ ラ

トネリコ

一
”
釦
一
一
一

§

凸類．!…はその要求する窒素壁の98％までを6月の

終り頃までに吸収する。したがって，窒剰巴料の施用量

を2分して，5月中旬と7月中旬とに分施するのが合理

的であり，7月に施しても木質化を妨げたり遅滞させた

りする懸念はない。春先き早期に施用すると晩霜の害の

危険を伴うことにもなる。毒素施肥の効果が思わしくな

い場合の多くは，施用量が趣蓋であったか，または早期

に過ぎたかのいずれかである。

窒剰E料を分施しても，灌才類や雑草類や牧篶輻にそ

の一部が吸収されることは避けられない。下刈りを早目

にする必要がある所以である。権代はそれらの遺体から

も多量の窒素を吸収し，それによって蕊罎の一部を充

足することができる。造泳地が若く，その土壌が鉱物質

土壊である場合にば，こうした生物的誕分循環を促すこ

とが特に肝要になるから，かえって好都合といえる。

卿隙笥休の効果を要約して揃曝すると，つぎのとおり

である。

（1） j鋤竜を適当な方法によって活力づけ，生賓期に

腫罐な生育を遂げさせることは，危険にさらされる旱害

や鐘鐇はもとより菌害や動物の害をも防除する上に極め

~

《
画

口
－12－
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芝本：西ドイツにおける林地肥培の概要
一

の可給緯窒塞量との塞須だけは，少なくとも人為的に補

給しなければならないことになる。

33年生のトウヒ林に麺巴した効果の－例を桑ると，

第9表に示めすように，4年間のうちにha|当り8.35m3

の生霊増加を承たが，その実質的肥効は雲襄によるも

のである。この謝溌では施用された窒素殿はha当り40

kgに過ぎない。過少のように思われる。そのことは，

第10表に示めす別の試鱗綣果によっても明らかである。

施用豊雲菫董をもう少し多くしておれば，効果は一層大き

かったであろう。

第9表33年生トウヒ林への施肥成績

に施してある林地では2カ年間に2年だけ窒素だけを施

せばよく，その量はha当り40～50kgにする。

4． 老齢林への施肥

者締林の窒素要求誕憾，年ha当りマツで35～50kg

トウヒで41kgといわれる。天然供給麓だけでは不足

するので､不足分は人為によって補給しなければならな

い。天然供織萱は第11表のとおり見穣られている。

第11表毎年供給される窒穀fkg/ha)

Ⅳ罐
哩
準
加
顕
呼
皿

地

０

齢
印
印
加
“
”
、

一
一
．
一
・
一
一
一

０
０
０
０
０
０

林
４
５
６
７
８
９

地位級、

7．9

13.0

15．7

17．8

21.0

22．6

地位級Ⅲ

3．9．

6．5

10．4

12．2

14.3

15．6

試験区1騨彗謡|欝箪鯛|良識鰐
一 』

無肥掛区

無窒素区

完全肥料区

錫.538

49．1フ1

57．885

173.860

172.580

169.955

223.398

221.751

227.840

第10表トウヒ林窒素施用鍬試験成績

鶴′鯛 ha当り材稜
(ms)

40年生以上の齢階に達するﾎ衝の材穣生長を促すこ

とは，多くの場合に十分量の豊簔を施すだけで可能と考

えられ，その量は年ha当り20～40kgということに

なる。しかし，この考え方はいうまでもなく，生物鰄舌

動が正常な林の場合に限って適合するものである。粗腐

植が厚く鐘責する林地では，鍵鋤による菱分循環が行
われないので，別に考慮しなければならない。このよう

な林は針葉樹林の60%,広諜蕊蛎の25%を占め，林

木菱分の筆量は多いが，可船態のものの量腫極めて少

ない。

厚さ1cmの粗腐植層のha当り重鍾を17,000kgと

すると，全窒素含有率は1．5％であるから，その量は

255kgになるが，その大間弱は不可給態である。籾腐

植の厚さ4～5cmのときのha当りの有鋤量#ま70,000

kgになるが，いまその中の養分量を承ると，第12表の

第12表粗腐植の厚さ4～5cmのときの

ha当り養分量

’試験 区

無肥料

無毒区(PK区）

NIPK区(N40kg区）

NgPK区(N5Okg区）

N8PK区(N60kg区）

277.20

314．08

324．56

346．32

352．48

25．20

27.07

27．50

28．04

31．05
み
づ

、

マツ類に対する過燐酸石灰施用の効果には著しいもの

がある。生長の極めて不良な30年生体についての施用量

試験の綣檗によると,ha当り225kg, 450kg,900kgで

ば，多いほどよい。40年生のアカマツ林に対して，石灰

単用と石灰三謬蕊との効果について試験された結果をゑ

ると，獅巴後14カ年間の平均値において，無肥料区では

年輪幅が講義開獅苅の5カ年間の平均値よりもO.1TnTTT

小さいのに対して，石灰単用区では0.1mm,完全肥料

区では0.6mmそれぞれ大きくなり，職滴生長において

も，石灰単用区では8.7cm,完全肥料区では11cm増

大したのに対して，無肥料区では17cm小さかった。

89年生のトウヒ林に化学肥料を施してその生…曽

加を期待できるかについて明らかにするために，確蕊石

灰をha当り400kg施した鑑混深によると，年蔚制層

9

■

養． 分 I N I P,o｡ l x.Ol cao

の増加が認められるばかりでなく，年枝の伸長も平均7 ．

Cmに過ぎなかったものが，施肥した年および翌年には と粘りである。釜葬だけについて考えて承ると,年ha当

それぞれ8cnlになり, 3年後には12cm, 4年後には り雄kの葉の生成に30～40kg,未材質の生成に5令己10

24cm, 5年鍔こは23cmに増加した。 kgを必要とするので，年ha当りの窒壼混量催最大

多くの議鐵によると，石灰の施用はpH4.0以下の場 21kgに達することになる。

合に限って必要であり，その量Iま土壌諏査の瀧深によつ 組腐植の分解を促して，死蔵されている養分を活桂化
て決めるのがよい。造称するときに燐酸と加里とが十分 して有効態腫変える方法について,古くから研究されて

－13－



芝本：西ドイツにおける林地眠音の概要

きた。酸性の強いことが微生物涜動を制限する因子にな

っているのであるから，酸性を中和したらよいのではな

いかとの考えの下に，石灰施用が試承られた。しかし，

石灰の単用だけでは粗腐植を精腐値に変えることができ

ず，どうしても窒素を補給する必要があることが，はっ

きり判ってきた。その場合に窒素は可成り多量を加えて

も溶脱による損失は比較的少なく，また植物に対する過

識の害作用もほとんどない。それは加えた窒素の大部分

が直ちに腐植中に入り込むからである。加える窒素の化

合形態としては，窒素が腐棚中に入ったあとに酸根を残

さないものがよく，アンモニアの形のものがよい。

質の不良な粗腐植を数日間､アンモニアガスで処理する

と，粗腐植は容易に精腐植に礎化する。すなわち，水も

ちがよく，微生物活動を旺盛にし，土壌の肥沃度を高め

る上に価値の高い暗色の粗腐植になる。その場合窒素含

量は約4倍に増加する。第13表のとおりである。

第13表アンモニア労ス処理による

粗腐植の擬改良効果

合には、亀当り深さ10～|15cmの孔10ケを穿ち，そ

の一つの孔に2～49の窒素を施す。

粗腐植の改良に要するha当り窒素量は400～"Okg

脅起えるような場合はない。200~220kgでよいことが
判れば，これを何回に分与したらよいか，また石灰も加

用した方がよいかがつぎの研究問題になろう。現在のと

ころでは，石灰を施用すると硝酸生成が進むので，酸度

が極端に強くない限り，アンモニアガス“だけにとど

めている。

』

5． ポプラの栽培における施肥

ポプラ阿封の生活“は100～250m勢といわれる。養

分の要求量が犬で，石灰の含遥もまた大きい。土鍍の反

応が中性ないし微アルカリ性のときによく生長する。最

適pHは6～8であり，堪える潤氏pH限界は4.5であ

る。したがって，栽培前に石灰を施して，土壌のpHを

少なくとも5～6に矯正しておく必要がある。石灰施用

の効果が箸るしいことは，つぎの実駿例によっても明ら

かである。

第15表ポプラ栽培における石灰施用の効果

（無防御u区を100とした比数）

《
」

全窒素
（％）

アンモニア

態窒素(％）改良方法

1．無処理

2．石灰施用

a)董科植物なし

b)蓋科植物栽培

3． アンモニアガス施用

a)粗腐植

b)石灰施用，萱科植物なし

c)石灰施用，登科植物栽培

0．0161．53

N区INPK区
250 1 282

如澗剛巴区IPK区

’
CaO区lCaNPK区

:15 1 375
。
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鮨
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０
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6．88

5．87

6．48

０
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０

０
９
７

８
７
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ゆ
●
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２
２

イタリーの古いポプラ栽培地では年ha当り窒素の施

用鐘を100廼とし，これに対応する量の輝唆および加

里も施用されるが，間作を行う場合には施肥量を著しく

増加し，簔施用量を400kgに弓-る。ドイツでは1本

当り硝酸アンモニア石灰6009, 40%加里肥料6729,

過隣鍛石灰8339を基準量としている。農辮也の周縁鈍

でポプラの撰害を行う場合の獅凹量は，農作物に対する

量の10%増しにする。．一般に,ha当り雲80～160

kg,燐酸60～90kg,加里80～120kgが施用される。

これを3回に分施することにし， 】/3量を識に施す。

坐更の速いものの経済林ほど多肥騨審の必要があり，

ポプラ林はその最たるものの一つといえよう。

》

第14表トウヒ粗腐植のアンモニアガス

煙による“良効果 《
一鋤

》
礎
－
１
４
０
０

罐
定
経
２
６
皿

’
I

｜

【

処理法

無処理
アンモニア

ガス処孤
〃

〃

〃

６
４
６
７
１

９
５
４
５
９

①
尋
。
由
●

１
８
７
７
７

０
８
８
０
９

１
７
５
４
今
２

◆
①
、
。
●

０
４
３
３
３

1．80

1．92

2．21

2．66

しかも，典窪してnO日を経過した後においても，全

窒素含量の減少量は極めて少ない。第14表のとおりで

ある。奏池に応用する場合にはアンモニアガス吹込機を

用いる。窒素含量を7～8％まで高めることを期待する

ことはできず，うまくいって3.5～5％程度にとどまる。

アンモニアカス吹込機の1鐸幅はユmでJ Ing当り22"･

の孔を穿ち，アンモニアガスを四方に分散させることが

できる。ha当り狸に3～4日･を要する。小型震の場

0

× × ×

× × ×

－14－

I



h

ダ

林業に於ける土工機械化の問題点

◇今◇

(31．5．8受理）

上飯坂 実

て，京都府から青森県に至箔裏日太及び北海道の北部ば

降水日数は200日以上となって居り，他地方に比して作

業日数が箸るしく制限されることが予想される。一方関

東地方，東海，四国方面は150日以下で，この種の作業

を行うのに適している様であり，その他はその中間と云

うことになる。従って降水日数の型としては，150日以

下のもの，200日以上のものとその中間の3つの型に分

けられ，土工の磯械化施工もこれによって計画されるこ

とになろう。

②工事予算による制限

林業の操に人力を主とする工事では，工事期間中の工

費の麦出が平均化されているが，機械化施工の場合は，

工事初斯に多額の喪金を必要とし，工費の支出が偏移し

てくる。現在のところ林業に於ける土工の規鐵ま一殻に

小であり，その為に高価な擬械を職入すると木材価格え

の影響も少くない。

（3）林業の特異性

一般に土工機械は重量磯械が多く，これを直ちに山間

の抹道工事に使用することは困難である。奥地に至る道

路や橋梁ほトラックを通す為にも改修・改築せねばなら

ぬところが多い情況にあるので，これらについて，ま

ずある程度の改善ｶﾐ必要となる。叉山地は一般に地形が

複雑であり，作業地の面積が狭く，機械作業の利点であ

る機動性が箸るしく減殺される。

更に問題となる点は，林業ば本質的に地元の人達と仕

事の上で密接な関係をもっており，それ等の人達は生計

I 土エ機械化への障害

日本に於ける土工の機械化は終戦後，米国の機械化施

工雛式が持ちこまれたことにより，急速に発展した。土

工の機械化ほ，施工速度の向上，施工単価の軽減及び施

工質を向上させると云う3つの目標を達成させる為の最

善の方法である。しかし乍ら我が国に於てこｵ1挺けの土

工樹湖上を遂げることが出来たということは，単に米国

の模倣だけでなく，我国に最も適した機種で工事が運営

された為に他ならない。つ重り日本と米国とでは外的条

件に於て箸るしい差異があることに留意されなければな

らないわけである。賃金の問題,機械の購ｽ価格の問題，

土工単価の問題等に本質的な差異があり，その為に我が

国の土工棲賊化は可成りの努力が払われてきた。

次に称業に於ける土工の機械化について眼を転じて見

よう。

林業の場合，土工の機械化施工に関してはまったく第

2次大戦後のものである。林業労働に対する労働基準法

の適用，あちいば一般土工機械の発達等,専ら外的条件

によって推しすすあられて来た感はあるものの，林業の

機械化と同時に，当然立ち遅れていた土工機械化にも可

成りの関心がよせられてきた。しかし，既に炎つく知られ

る通り，林業の機械化，就中，土工の棲械化には幾多の

難関が存在する。その点について考えて見よう。

（1）氣象条件

我国は一般に降雨日数，降雨量共に箸るしく多く，そ

の降面の季節的分布が年間比較的均等である為，土の含

一

●

－

る。従って士

が少なくてす

の生活にひび

工の機恢化に

が，それにも

いることは矢

。

が65．1％を

されている現

の第-歩であ

るとして，昭和25年頃よりさく嶽幾を使用している''。
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上飯坂：林業に於ける土工機械の問題点

は適用されないが,林業に於ける土工としては一つの機
械で多目的に応用出来るものを主体として考えてゆくべ

きであろう。

ドーザは削土運搬，撒土，盛土娠圧及び仕上げ等の一

切の土工に単独で使用出来る強承があり，地形.土質に

対する適応性も大きく，林業用としてはもってこいの機

械であり，林業に於ける道路建設セットはこのドーザが

主体となり，次のようなものが考えられる。

①ドーザ（アングルドーザ）

磯土，堀削，運士，撒土，娠圧’仕上，除雪,

運材，除根,重量物の牽引
． ②ドーザのアタッチメント

スノープラウ（多雪地方で除雪に使用）

ドーザの爪（硬土，軟土の掘削）
③ポータブルコンプレツサ

さく岩機硬岩切]反，砕石燕
④ポータプルクラツシヤ鋸夢鵠
⑤ダンプトラツク又は小型三輪〆ンプトラツク

砕石瞬艇闘般及びi溌悔,制料，鋤&器具趣般
⑥轆嘩

盛土娠田まトラクタ（ドーザ）が兼ね,出来れ
ば小型マカダムp－ラーが欲しい。

以上の程度のものを揃えるのであれば，搾鴬に於ても
覗自であろうが，更にグレーダが使えれば申し分ないの
ではないだろうか。

現在士工震械化の日が浅く，芸識による資料が少ない

ので，このことは更に多くの基礎資料によって決められ

るべきことは勿論である。

華礎資料としては土質の問題があるのを見逃すことが

出来魚い｡槌来,林業に於ては所謂土木工学的見地にた
った土質の問題は余り願られなかったが，土工機綱上を
考える時，当然このことは考えられなければならない。
綿密な調査はさておいても，一応の目安ぐらいはつけた
いものである。

土の塑性限界，液性限界，粒度，支持力等はその箕料
としても最少限ではないだろうか。

以上の如き概観より，将来林業に於ける土工機郷上を
推進させる為に職次の穣な点について研究をすすめるべ
きであろう。

1．土質調査の規準を設定すること。

2．各種土工機械使用実績の調査。

3．経済効果の調査。

．,4．実績結果にもとづき林業用に最も適すると思わ
れるセットを定めること。

参考文献

1）大阪営林局土木課，土木工事の機械化，蕊やま，昭25.7
2）西擬考，昭和24年度機械力による岩石破砕工事実絞，暖帯

林，昭25.4

3）熊本営林局土木課，土木工鞭用機械使用実績，林業機械化
情報，昭26．9，

4〕鈴木雄四郎，土木の機蜘上について，林業擬械化措報’昭
27．7

5）道路工事機械化専門部会第1回報告書，日本建設擬械化捜
会．昭28.8

叉，熊本営林局では畷和24年に，岩石破砕にコンプレ

ツサを使用したその結果を報告している図》。更に熊本営

林局管内では昭和･25年に，ポータプルクラツシヤ，コ

ンプレツサ及びプノレド戸ザを使用して繩首の新設工事を

行い，ロードローラを使用して踊菌舗溌をも行ったが，

その蔀報告によれば，細部の問題については研究の余

地が残されているが可成りの好結果が期待出来ることが

わかった81。

このようにして土工の機械化が着目されて来たわけで

あるが，昭和25年饒現在‘'では，クラツシヤを各局で

保有する潅鍵であって，ブルドーザ，さく岩機となると

その使用は極く一部の局に限られていた。それが，昭和

30年鑑誉が調べたところによると罐の通りであり，

さく岩機，アングルドーザ，ダンプトラツク等は大体各

局で保有している様であり，更にI､ラクタシヨバル，モ

ーターグレーダ，マカダムローラ趨更用する橇になって

来た。林野庁が岩手富士産業K.Kに侭頁して製作され
た小型トラクタCT･--25型の出現もこの間の事情を如実
に物語るものと云われよう。
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回答のあったものの承掲げた。（昭和30年12月調）

M今後の問題は何か

建設省に於ては昭和26年以来，道路工事機械化の問

題の重要性を認め,道路工事機柵上専門部会を設霞し,こ
れが鑓僅を遜塞ならしめている。その第一回報告書s》に

は道路補修セツ卜或は砂禾瞳補侭幾械セット等について

報告し，そのf識告を行っている。

すなわち同報告によれば，道路補修用セットとして最
終的に次の6種の鐵戒をあげている。

①ポータブルコンプレツサ

②コンプレツサに取付ける

エヤードリル，プレーカ，タンバ

③ポータプルクラツシヤ

④ダンプトラツク

⑤ゴムタイヤローラ

⑥モーターグレーグ

これはそのまま科蒙に於ける如き小鐇莫なi筆工事に

－ 16－
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新潟県における木材業者製材業者の

登録制度実施についての世論調査

☆
橋高 勉‘…－．－－－－－…-……---…D一一■ー､■ｳ軸一■増一一・手昌臼田＝■F一一一番

の分布，能力，動態が明瞭になることによって木稼資源

との連繋において業界の団結が促進せられる結果業界の

育成振興にも寄与することができるものと思われる。

新潟県においては，昭和28年末頃から23の地区郷

単位の木材団体）の業者団体から登録制を実施するよう

泉に要請もあったが，これが実施_ビの効果及び問題点も

考えられるばかりでなく，はたして県内業者の中この制

度の実施をどの程度望んでいるかを把握することが困難

であった。其の後多数の県で登録制を実施することにな

り，新潟県においても研究せねばならぬ必要にせまられ

るに至った。

まずこの制度を実施するとすれば，染内業者の世論を

把握することが先決問題である。処が県内全業者の意見

を全数調査することは頚奏上不可能に近い問題である。

そこで業者の世論を調査するには，最近人文科学，自

然科学の何れを問わず広く利用されてきた標本抽出調査

法により調査することにした訳である。

最近における木材業者，製材業者登録条例（届出）実

施伏況は次のとおりである。

I まえがき

木材業者，』鋤塞の登題制度と云うのは，これらの

業昔の氏名，設備等の一定の篝篭這を地方行政庁に,備え

る公簿に記載することであって，薮礎訴潟果も含めて登

鰯削実施県23県，届出帝嵯施県2采，計25識菖県に

おいて県条例を以って実施されている。．

業昔の登濃剥度については，癖祁24毒まで臨時物

資需給調整法に華づいて「木材業葺及び製材業者登街銀

則」が農称省令第30号を以って昭和23年4月1日に

定められたのであるが昭和25年1月1日付で省令が失

効してからは， 12の県が引続き通牒を以って業昔の届

出を定め業者の実耐8握に努めてきたようであり，他憾

業昔の夷浪把握についてfう政措置としては空白ﾘ罐が続

いていた。

昭和26年8月森林法改正施行を契機として，資源対

策及び国士保全対策としての林業政策が強力に打出され

て来蜘二が，この政策目的に徴しても業誉の堯遥を把握す
ることは，極めて必要なことと考えられる。かつ叉業者

《
Ｉ

‘I

●

一
壱

４

備則

円 円
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蕊者・新潟県農林部林務諜技師
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高橋：新潟県における木材業者製材業者の登録制塵実施についての世論調査

県名|…"分’ |：初 | 罰 “ ’手数料
施行年月日 備

一
一
壱

回更新

円
800

1,000)
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1,000

1,000

500

800

800

500
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1,000

”0
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1,000

500

円
800

(1,000)
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2o0

SOO
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600
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1，000
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罰金は豊潤溝篭務迦更の承，木材，製材
業誉は1,000円

登録条例

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

･

〃

〃

〃

滋賀

島根

鳥取

戯島

山口

愛媛

高知

福岡

佐賀

大分

熊本

宮崎

鹿児島

1万円以下の罰金

な し

1万円以下の罰金

5千円以下の馴金

な I し

な し

な し

1万円以下の罰金

〃
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科 料

〃

●
●
○
○
ｓ
①
●
骨
●
申
●
寺
凸

０
８
０
１
７
８
８
７
７
０
７
９
９

８
２
３
８
２
２
２
２
２
３
２
２
２

4． 1

4． 1

12．20

1． 1

10． 1

9．22

9．22

4． 1

8. 1
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12． 1

11. 18

5． 1

（

I

罰金憾登録及び報告義務違反共通

〃

〃

叉手数料納スの義務違反叉は2千円以
下の過料
罰則は登録義務違反の象

《
』

木
製″

〃 報告義務違反は2千円，手数料納入義
務違反は違反額の5倍以下

本調査の計画樹立に当っては新潟大学農学部森林経理 力，51～100馬力，101馬力以上に区分して階層とした。

学教室西沢正久助教授（現林業試験場技官）の多大な御 ②標本数の決定及び標本抽出の方法

指導と御援助を載いた。叉調査に当った各位には多大の (aリ木材業者

御苦労を願った。止上処に厚く謝意を表する次第である。 業者が登録制度に賛成と反対の意見に分れる率を安全
I調査計画 度を考慮して半々と見て50%と仮定する。罐に述べ

（1）母集団の決定と階層別区分 ､るが50％の場合が一番標本の数が多くなり安全であ

果内全木材業者及び製材業者を対象とすることは当然 る）

であるが真の全業者を把握することは困難である。 P=50%=0.5=賛成業者の率,Q=1--P=1-0.5=

そこで前述の農林省令による「木材業者及び製材業者 0.5=反対業者の率，2、/▽~てF7=5%=0.05=標準誤差

登録規則」に基づく業者名簿（毎月各地方事務所におい とする。すなわち我々は賛成業者の率を95％信頼度で

て調査の上修正しているのであるが完全なものとは云い 0.50士0.05の範囲で推定したい。

難い)を対象として夫建木材業者,製材業者の母集団と 然るにV(P)=等であるから2,ﾉ▽て両=2/\
した。業者の意見は地域，材の取扱数量，用途別，製材 但し、＝標本数とする。前式に夫を数値を代スすれば
工場の規模等により夫凌異なるものと考えられる。そこ

で寒の意見を出来るだけ湾_腫するため艇鰭厨区分を “5=2/苧､'五=-H:､%n=40｡
する必要がある。すなわち木材業者艇ついては夫なの坂 すなわち県内全木材業者の中から400人の業者を抽出
扱数量其の他実情が完全にリストからだけでは把握でき して調査すれば全木材業者の意見は5％の標準誤差で
ないので確実に区分することの出来る地域(郡市)を階層 95％の信頼度を以って推定することができる。参考章

とした。叉製材業者については製材工場の規模別（林産 でに賛成と反対の意見の分れる率による標本数は次のと

物動態調動すなわち10馬力未満,11～30馬力,31～50馬 おりである。

95％信頼度で5％の標準誤差を得るための標本数
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高橋:新潟県における木材業者製材業者の登録制度実施についての世論調査

第1表階層別標本抽畠表

' 1 ’ 2 1 3 1 ’ ’ 5 1 ‘ ’ 7 1 8 1 10 1 ‘！ 】2 1 ⅢS 】4 ’5 1 [‘ ’ 1？ 計

削職FWl1:: !洲'|: ゞ::：
250

41
、

N 220 208 116 177

、 36 87 19 29

但しN=全業者数
第2表階層別標本数決定表
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次に400人の標本業者を前述の階層毎に比例配分すれ 前表のとおり各階層毎の標本数が決定されたので夫な

ば第1表のとおりである。 の階層から標本抽出を行なうのであるが，各階層毎に端

前表のと蕊，各階層別の標本数が決定したので次に各 から順次全業着に番号を付ける｡各階層毎に鶚=R"
階層から標本を抽出しなければならない。まず各階層毎

を計算し，抽出間隔(R")を決定する。1からR兎まで
の型=Rを計算し抽出間隔(R)を決定する。次に1

の整数の中から舌[数表により1つの想数(BA)を抽出す、

からRまでの整数の中から乱数表により1つの整数(A) る。これを出発番号とし,B"+R",B4+2Rh･…とRん

を抽出して，これを出発番号とし,A+R,A+2R, の間隔を拳いて逐次nAの標本を抽出する。

A+3R…・とRの間隔をおいて逐次抽出してnの標本 (4)調査員及び質問事項

を抽出する。 調査員は林産物検査員と地方事務所（現在支庁）の林

0〕）製材業者 務課員に依頼し,調査区域は各地方事務所において決定
製材業者の場合腱木材業者の場合と考え方を変えて調 した。

査員其の他綜合的に考えて調識眉力を基にして標本数を 質問事項は木材組合に関する問題，北海道風害木に関
決定する。すなわち製材工場の所有者ほ一般木材業者よ する問題，業者登録に関する問題，登録手数料使途の間
りも業界における発言力も大であるしかつ叉意見も相当 題等'0雛項目に至っているが，登録制度の問題が主な目
区食であると考えられるので出来るだけ多くの標本を抽 的であったので，ここでは登録制度の世論調査結果のみ
出することにし，露數を500と決定した。500人の標 を記することにした。
本業者を前述の5階層を最小分散になるように割当を次 「采内の業者の間でも肇録制について相当関心がある
のとおりおこなった。 ようですが，あなたは本県でも実施した方がよいと思い
N"=1,192人＝全製制業者(10唾未満=759,11～30悪 ますかまた悪いと思いますか」

=350, ･31～50P=64,51～100P=30,101浬以上=4) 調査方法には面接,郵送,記ス，電話“全あるが今
n=500=標本数 回の調査は調査員が藤澤農者に諏妾し，賛否質問法(間
P"=業者が登録制度に賛成と反対の意見に分れる率 題により自由反応法も併せて行った）により調査した。

(10珪未満=0.4ju～30E=0.5, 31～501P=0.6, 51～ Ⅲ計 算
100座＝0.7, 101圧以上＝0.8と仮定する)Q"=1-Pb 各調査員からの調賓結果を集計すると第3表のとおり
＝反対の意見 である。

第3表木材業者関係調査表
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高橋：新潟県における木材業者製材業者の登録制度実施についての世論調査

第4表製材業者関係調査表
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（註)Sampleの数がstmt2により第2表と若干相違し

ているのは地域的及び時間的の関係で実際調査時に変

更したものであるが，結果的に朧さして影響はなかっ

たと思われる。

（1）木材業者関係

N=2.443=全業者（現在3,929人)a=314=賛成

秦誉,n=400=標本業者' -:=:､5
=1-p=1-0.785=0．215=0.785×0.215=0.16775

V(p)=農言諭=(縦捌3×0.16775
=0.000352 p±2▽▽面）

0.785zt2V0.000352, 0.785jz0.038

すなわち， 0.823～0.747 82.390～74.7％

…=僻=0.048=4.8％p

②製材業者関係

＝1.197=全業者（現在1,307人) a"=409=賛成鶏誉

＝500=標本業者

Ⅳむ す び

新潟県内の全木材業2,443人（現在2.929人）全製
材業者1,197人（現在1,307人）の中から夫☆400人及
び500人の標本業昔を抽出し調査したのである。木材業
者は400人の中314人が登録制度に賛成しているので其
の賛成率は最初半准に計画したのであるが結果において
ば78．5％となった。

全木材業者では前述したとおり82％～75％の業者が
賛成していることが推定される。なお標準譲瑳は鐙初の
計画どおり5％以内におさ菫っており，其のｲ譲度は95
％で推定されている。この結果からすれば大筒野の木材
業昔は登遥諾制度に鎚戊しているので，この制度を実施す
ることが適当であると思われる。

"M業者では500人の標本業者を計画どおり小銭懸識
柵諜者ほど賛成者が少ないと云う計画の基に夫を計郵に
よって割当して調査したのであるが前魅のとおり賛成者
は409人の多きに達している。この率は81．8％であ､り
全業者では84％～79％であることが推定される。湧準
謬窪も2．6％であり，しかも95％ｲ詠顔度で推定されて
いる。木材業者同機登嶢繧成者が大多数であるので
登録制度の実施は適当であると思われる。
以上の調萱誌果と其の他の蕊頁を調査検討した結果登

録制度を雲訪腫することが適当であると云う繕論に達した
ので昭和30年7月15日「新潟婦木材業者及び製材業者
壷条例」及び「同施行規則」を公布し雁和30年9月
1日からこれが実施を見たのである。
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識習費400,000円，桐

下駄用鋸目立講習会費
280,000円，木材団体
育成補助金640,000円
計2,100,000円の果幾

を支出して本県木材団
体の育成振興に努めて
いる次第である。
本調査のデザインの
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|第2回林業技術コンテスト参加：

利根地区に於ける桐の栽培について

金 井 次 郎

本地区に於ける重…ｲ産物調
I 利根地区の概要

1．自然的条件

利根地区ば群馬県の最北端に位し，その面積1ｹ万5

千町歩,本県面積の約30%を占めている。

地区の西部を南に流れている利根川は本郡にその源を

発し，赤谷,薄根，片品の3支流がこれに注いでおり，

しかもこの広大な面稜の85％が森林であって関東1都

5県の生殺与奪の私を保有する大利根川の水源地帯であ

る。

2．社会的条件

人口約11万人，戸数2万戸（内半数農家）を算し，

1市2町9力村の行政区劃に分れ，森林計画に定むる基

本区は，群馬F, Gの2区に分れ9森林区に区分されて

おり， 14の森林組合の福利増進と，森林生産力の増強

に迩進している。森休の所有形態は，国有林10万町歩

民有林5万町歩であり，民有林を細分すると3万町歩は

奥地未利用称であり，数名の特殊会社及び個人の所有と

なって鐇り，大部分が制限林,保安林，国立公園特別地

区であるため経済林としての施業が非常に困難であり，

従って民有林2万町歩が経済林として経営可能の面積で

ある。さらにその林分を検訂すれば，所有形態は零細化

され，営農林的色彩を多分に持ち，地利的環境，生産力

の高さ等より，戦中戦後を通じて伐採の集中されたもの

もまたここである。

3．経済的条件

地勢の関係から交通の便は極ゑて悪く，古くは利根の

水流を利用して筏により特産木材を下流都市に運んでい

たが，明治末期より水力発電の発達によりその姿は消え

上越線の開通により大いに産業の開発が促進された。

本地区に於ける農林産物の主なるものは次表の通りで

あるが，木材,薪炭等は重要な農林産物の1つに数えら

れる。

種類｜生産高｜生産金額｜備考
｜

I 382,160'千円
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采の日本桐の生産高は2万玉を示めし品質も良く，利根

桐と称しその声価も高く評価されてきたが，戦時中に於

ける食糧増産等の政策的経浩状勢の変化により生産高ば

減少の一途を辿り，終戦後経涛伏態の安定と共に桐の栽

培を行う者が増加してきたが，質の良くないらくだ桐が

相当流入し賀の低下ほ免れなかった。その後生長の早い

台湾桐もスつたが，冬期寒害にかかるものは多く失敗に

終ってしまった。

2． 消費の状況

地区内の消喪量の状況を見れば桐の加工工業力轆んで

戦前には下駄工場12，家具製造工場9の多数に上り，

製品の約7割は地区外に移出されていたが，桐の生産高

の減少と共に原料を他に求め或は転業童余儀なくされて
来たが，戦後の生産高の増加と共に加工工業も感んとな

り最近の加工工場は下駄工場13,家具製造12を数へ，

桐材の消識愛も1万玉を越へ地区内生産でほその需要を

満たすに不足し年点3千玉程庭移スしているのが現状で

ある。

Ⅲ会津桐導入を計画した動機と理由

本地区は代表的な農山村であり，土地の利用状況も極

めて粗放的であり，その生産性は極めて低く平年作の麦

作は辰当り3俵を確保するにも非常な努力を要し，年を

東霜害に悩まされ耕種農業では安定した農業経営を営む

ことは困難であり，更に一賎林業経営は所有形態が零細

のことと，投下資金侭認（30～50年）間固定され，た

』

ゆ

垂

I利根桐の沿革

1．栽培の歴史

本地区に於ける桐の歴史艤新しいが，大正末期には在

筆者・群馬県利根地方事務所

－－－21－



金井：利根地区に於ける桐の栽培について

だでさえ苦しい農家経営には耐え難い経済負担である。

農家ほこれらの条件を克服し経済の安定を図るため立

地に適合した良質の桐の栽培或は椎茸，なめこの栽培等

を強く希望して来た。

かかる状況下に於いて利根地区と立地条件の近似して

いる会津地方の桐織培状況をつぶさに視察しその結果，

当地方にこれを導久するならば必ず成功出来ると確信を

深め30年度に会津桐種根を200本導入し，育苗の結果

は在来種にも劣らない好成績を収めたので31年度には

更に5,300本の種根を導入し，土地の高庭利用と換金周

期の短縮化によって山村農家経営の安定を図り，､質域共

に名産利根桐の再現により地方産業の振興に寄与する為

日本的に有名な会津桐の導入を計画実現した。

Ⅳ桐の現状

利根地区に於ける桐は，面積約40町歩，蓄積は僅か

に2万玉程度と推定されている。桐の単純林は極めて少

く，面積にして約1割程度であり，畑地，空閉地，屋敷

周り等に植えられているものが大部分であり，叉品種も

在来種，らくだ桐，台湾桐等統一的なものがなく，その

割合は在来種7割，らくだ桐3割となっている。従って

品質も極めて悪く販売に当って不当な安値に甘んじて来
たのが現状である。

洞増殖計画

年度|混溺林|単純林||年度’混清林

40町

40

40

40

瞬
鋤
５
５
５

鞠

可Ⅲ５
５
５
５
５
５

20町

25

80

35

40

40

２
３
４
５
６
７

８
３
８
３
３
３

８
９
０
１

３
８
４
４

350 50

Ⅵ桐栽塔の改善

1．苗 木

従来苗木は苗木屋委せと云うのが大部分であったが，

今後ば品種系統の正しい日本桐及び今度新しく導入した

会津桐の育苗を桐栽培者及び弟師絲且合に重点的に指導

し，優良品種の自給態勢を確立する。

2．管 理

管理については従来植れば植放し，切れば切り放しで

殆とんど手久れが行われず，枝下も6尺未満のものが大

部分であり，これ等の点についは冬季の農閑期を利用し

座談会を開催し，管理撫育の必要性を強調し，更に春季

発芽後巡回指導を行った結果，その作業に関心を持ち実

行に移る者が次第に増加して来た。

3．伐期の延長

現在地区内の平均伐期は5～6年であり玉数も0.2～

0.4玉であって，成長最盛期の前に伐採しているが伐期

は15年生位迄延長し伐期平均収入の増大につとめる。

6．土地の高度利用

桐の瀞識ま畑地，空閑地，家般周り等に植栽されてい

たが，今後ほこれ等の土地は勿論山林に於いても杉と共

に共生し得ることが確認されてきたので，その識怖の浸

透を図るとと共に林地の高度利用化を普及する。

Ⅶむ す び

利提地区に会津桐の蘂を計画し未だ日浅く，事業と

してば第'歩を踏みだしたばかりであって,其の鱗は
ここで発表する段階に至らならが，卵鯛の目的達成によ

り山村農家経済の向上に役立つ襟遜進する覚悟である。

《
一

●

桐樹生立木の現況調

|本数｜単価｜見積金額
15,000*

81,000 300 9,300

3,000 1,500 4,500

80 6,000 480

20 20,000 400

50,000 ･ 14,680

区 分

1年生

2～5年生

6～10=

11～15年生

16年以上

計

，

匡夛

ー

V桐の増殖計画

過去に於ける苗木の入手先ば殆んど業者の供給に依存

して来たので品種糸統についても関心が扱われていなか

ったことと，苗木の供給が不足勝であったことから，ら

くだ桐等の質の良くないものが相当多量に流スしたので

あるが，今後は在来の日本桐と共に新しく導スした会津

桐を重点的に増殖し,苗木嫁需要者輌栽培者及び森林組

‘合等に苗木菱生の指導を行い，品質の向上と共に河l1の

沿線，沢添の低地等は杉とる山林は杉と共に桐の適地で

もあるから，この面積5千町歩の内に杉，桐混清林並び

に単純林500町歩位いまで増殖し得る。

× ×

× ×
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第2回林業技術コンテスト参加

火山灰苗畑の凍上防止に関する一考察

藤 田 成

であった確土がある。
まえがき

霜柱による苗木の凍上被害につい＄て，特に北見地方の

如き寒冷な地方に満いてはその被害が箸るしく，苗＃I卿

業担当者のひとしく苦慮するところであるが，就中私の

担当している上斜里営林署所属札鶴苗畑朧，火山砂礫の

層が厚く介在して凍上の発達を助長し，又札鶴地方は年

を11月上旬頃から夜間気温が零度以下に降下するため，

土中の水分が地表に出て柱狭に氷結する所謂霜柱ができ

るが，日中ば気温が上昇するためこの籍柱も融解消滅し

連日この経過をたどり12月上旬以降の根雪の候になる

まで反覆繰返すので苗木の橿系力靭断されたり，引抜か

れて浮上り，甚しい場合は倒伏苗を生ずるのである。

私は昭和28年4月下旬の融雪直後，トドマツ床替床

に発生した凍上被害の調査に従事中，ある箇所はきわめ

てその被害が軽微であることに気がつき，その原因を探

究するため苗木を堀り起して承たところ，根系特に直隈

の伸長発達が著るしく，毛根の量が多いことと，この苗

畑土壌の欠点である火山砂礫の層がその箇所ではきわめ

て薄く主根は火山砂礫の層を突破して更に下層土董でに

伸長していることが観察された。

このような事実を確めるために，作土の下に介在して

いる火山砂礫の層を除去した場合，凍上の発生がどんな

形であらわれるかを調査ずるため次の試職を実施した．

1． 試験方法

“）試験箇所の概要

この…を実施したのは北見営林局管内上斜里営林署

所属札鶴苗畑でその総面積75,577m豊であり，既往の薙

苗樹種ほトドマツ，エゾマツ及びカラマツで毎年50万

本程度を山出している。

地勢は平担で南北の方位を長軸とする長方形の苗畑で

水利に恵まれた固定苗畑である。

土壌は摩周岳及びアトサヌプリ岳の噴火による火山灰

性土壌からなり，作土は8cm～15cm平均ユ1cInの黒

色を呈する砂士ないし砂壌土であって，その下に平均20

cmの厚さの火山砂礫(0.5mn'～10.0mmの火山砂及

び火山礫）の層が介在し，更にその下層には降灰前表士

鑿鱗｜
砂

軽籟でしかも軽い欠点を
土

持っている。

*職地方の気象は年間

露咽*繍卿土壌緬図鴛鴛駕繍
、mを示めし11月中旬

には気温が零度以下に降下し，土壌の凍結が始まり12

月中旬に所謂根雪となり，その最高積雲量は130cmに

及び聖濤4月中旬に至り融雪する。この識期間中の気

象状態は別表の通りである。

第1表識期間中の月別気毒調

（昭29．10～昭30．4）

一

＆

月惜通気劃最高気劃最低気温譜c綴年
一
癖

湿陛

68．7

72．6

76．6

■『

凸

15.0 3

7．6(一）3

3．1（一）7

3．3

）3．9

）7.7(－

lO

ll

lZ

11．9

3．7

0.7

8．51

1．8↓

) 1.0
一

30. 1(-)6.7(一)2.6(-)17.4(-) 1 .8 89.0
2（一）3.8(一）0．3(-)15.2(-)2.2 74.3
3（－）0．5 3．9(一）7．6(－）0．6 67．4

4 8.6 13.2(-) 1．2 1.71 51.9

（ﾛ）試験区の設定及びその士壌

試鹸区は，介在している火山砂礫の層を除去した火山

砂礫除去区と，何らの処置を施さない対照区の2つに大

別し，更にこれを従来凍上予防の方法として用いられて

いる地表被覆の措置としての，

倒長藁被覆区 （長藁をIn2当り750g被覆）

(b)鋸屑被覆区 （鋸屑を厚さ1.0m散布）

C)比較区 （被穫措侭を行わなし無処置試験

区）

の3つにそれぞれ細分化して合計6区とし，1区宛の床

面積40m望の試識区を設うけた。

大別した試験区の各々の土壌の組立，対照区において箪者・北見営林局上侭里営林署上斜里狽当反聿係

－23－
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藤田：火山灰苗畑の凍上防止に関する－考察

を要するもの）に分けて調査し，試験区内の苗木の総数

に対する凍上した苗木本数の歩合をもって表わした｡(第

2表）

尚昭和29年秋から昭和30年春にかけての被害は当

苗畑においては近年にない強度のものであったので附記

する。

は上層部砂嬢士13cm,その下に20cmの火山砂礫(火

山砂及び火山礫）の層があり下層は砂土よりなってい

る。

叉火山砂礫除去区は上層部は砂壌土18cmで下層は

砂土よりなっているが，これは従来山砂礫地であった箇

所は対し，昭和28年度に火山砂礫の層を取り除き，上

厨部にあった砂壌土と下層部の砂土約5cmとの天地返

しにより上層部を作ったものである。（第2図）
3． 考 察

この調査から被害の小さい順に列記すると次の通りで

ある。

①火山砂礫去区の長藁被覆区 12．2％

②火山砂礫除去区の鋸屑被覆区31．1％

③対照区の長藁被覆区 34．3％

④対照区の鋸屑被澄区 40．4％

⑤火山砂礫除去区の比較区 43．5％

⑥対照区の比較区 72．0％

叉この調査から承るに，火山砂礫除去区においても対

照区においても長蕊被覆区が最も被害が少く，次いで鋸

屑被擾区となり比較区が最も被害が大きくなっているの

であるが，対照区の長蕊被覆区と火山砂礫除去区の長藁

被覆区とを比較して承るに，対照区の被害34．3％に対

して火山砂礫除去区では12．2％の被害となって22.1％

の差があり，以下鋸屑被覆区では,9．3％，比較区では

28.5％の差をもって何れも火山砂礫除去区の方が対照

区より被害が小さい結果となづている。

本試験のみによって断定することは勿論できないが，

火山砂礫地における苗木の根の発育状態に表土の浅い火

山砂礫地における根の礫生育状態を考察するに，最初表

土にあって生育しつつある苗木の根が火山砂礫層近くに

達すると，殆んどの苗木の根は火山砂礫の層に侵入する

ことができないで火山砂礫層近くの表土を横に這い広が

っているため凍上に対する根の抵抗が一般の土壌におけ

るものからゑて，相当に弱いものと考えられる。（第3

図）

尚凍上害は土壌zk分の関係，気象関係等の影響による

壽
盤
土
一

１
１

舵
挫
痙
鰡
徽
ｒ
砂
土
Ｉ

１
１

130"
18Cm

20Cm

《
０
，砂

土
1111

対照区土壌 火山砂礫除去土雛 照区におい、
第2図試験区土壊断面図 屑被擾区と：

この鍛区は昭和29年5月6日に設定し，床巾1]n であるが，§
床の高さ6cInとした。 被覆区とを．

レリ供試苗木 して火山翻

各幕職区共，この濁澗で養成した実生トドマツ2年生 の差があり
無床誉苗木で平均苗長12.5cm,直径3.1mm,TR率 28.5%の芸
2.6のもので，これを昭和29年5月10日に各試織区 区より被害；
共4,000本宛(m9当り100*)熊誉したがその後秋ま 本試験の

での間に1割強が枯死して10月31日に，この苗木に 火山棚喋地
ついて調査したところ別表の調査表に示めした供試本数 山砂礫地に
となり，漉農は17.4cm,瞳軽5.0mm,TR\1.9で 土にあって．
あった。 達すると，；

ことができ
． 2． 調 香

っているた

昭和30年4月16日より4月20日までの間に，各 るものから

謂繊区について’その中の凍上した苗木を完全に倒苗し 図）

たもの，半ば倒苗したもの，只単に浮上ったもの（手入 尚凍上害
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９

b

ハ
ー

１

甑

面
積
緬
如
鋤
扣
如
“

凍上苗木数

ツ

樹
種
院
〃
〃
〃
〃
〃

卜 ０

替
日
１

戸
〃
戸
、
″
″
〃
″
〃

岸
壁
牢
”

１
１

１

１

苗
令
ｚ
〃
〃
〃
〃
〃

１

■
■
■
■
■
■
０
０
日
■
０
日
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ｈ
ｕ
Ｊ
０
１
０
１
ｑ
ｄ
Ｈ
ｑ
■
６
０
日

５
３
４
今
２
０
１

蕊’
辮
趣 考備試験地区別

I完全
倒苗 |半倒苗懐上り 計’

1,172

1，370

2，458

422

1，0”

1，527

－－ 一－－

Xmg当り750g被穫

鋸屑厚さ1,0cIn被覆

366 547

405 664

756．1，043

85 271

315 570

459 786

３
４
今
０
２
１
５

。
●
ｏ
●
や
邑

４
０
２
２
１
３

８
４
７
１
８
４
今

長葉被覆区

鋸屑被覆区
比較区
(無処置区）

長藁被覆区

鋸屑被覆区
比較区
(無処置区）

259

301

654

66

214

282

3,41

3，39

3，41

3，46

3，58

3,51

41

46

58

対
照
区

’
Ｔ
■

｜
》
》

７
０

り
Ｌ

罐
灌

藁
鋸！’

’

耐
姻
詞
ヨ
ー

火
山
砂
礫
一

(32頁に縦く）
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第2回林業技術コンテスト参加
功

アカマツ丸太の伐採時期及び剥皮が

虫害に及ぼす影響について
一

奈 須 栄

B調査方法

1．供試木の伐倒時期は9月より伐倒開始して2カ月
④

単位に区･切り1カ年とし，終りの7月及8月の鍬1カ月

単位とした。これは全剥，縞剥，無剥皮の限界点がこの

両月にあると一般に信じられているからである。

2．供試丸太の剥皮は全剥，縮剥（六方剥程度）無剥

皮の3種とした。

3． 調査時期は6月～9月の4カ月間とし，慨む各月

の中央に調査した。

5月以前及10月以降は虫害の発生又は進展は事実上

殆んどないので省略した。

4． 被害程度は次の通り表わすこととした。

（工）用材価値に影響のない程度

（Ⅱ）用材として使用し得るも価格に若干の影響を

受ける程度

（Ⅲ）用材として使用し得るも価絡に*階の影響を

受ける程度

（Ⅳ）パルプ材に下げて使用の止むなきもの

(.V)パルプ材としても価絡に影響を受けるもの

3．調査結果

別表の通り

4． 結 論

A主伐について

1． 9月～10月伐採の丸太で翌年6月以降まで貯材

を要する場合は縞剥とし,その他の場合は無剥皮でよい。

2. 11～2月の間は伐採最良期で剥皮の要はない。

3． 3月～4月伐採の丸太ば全剥とする。

4． 5月～6月の間（その内特に6月）の伐採は出来

得れば中止すべきであり，止むを得ない場合は全剥とし

早急処分の要がある。

5． 7月伐採は全剥とする。

6． 8月伐採は縞剥とする。

B間伐について

慨ね主伐と同様傾向を示めし]腕扱もこれに準ずるが，

次の諸点については別途考慮が肝要である。

’．伐採時期の如何にかかわらず，事祷の許す限り速

かに林ﾀ職出の処置を識ずること。

1．調査の動機及び目的

現在私が勤務する担当区に於いては，年間アカマツ主

間伐併せて約’5,000石程度の直営生産事業を連年継続

実行しているが，直営生産材貯材の過程に於いて時とし

て穿孔虫類の被害（山陽地方では属にテツポウ虫と呼ば

れているが象鼻虫科のオオソウ学名Si"zZzMs"""〃"α

Bo""〃〃である）を受け用材,特に建築材料,板材等の

商品価値を箸るしく減殺されるのを経験し，その原因が

伐採時期並びに材の乾燥を計る為の剥皮程度に基因する

ことは明白であり乍ら，詳細な調査資料がない為に直営

生産事業に於いても徒に此の2点の制肘を受けるの承

で，確固たる生産計画の樹立に苦しんだのであります。

ここに於いて伐採時期並びに剥皮と虫害の関係を今一歩

解明し，直営生産事業進歩の指針と為し併せて剥皮最少

限度に止めて経饗節減を計る目的を以って次の如き調査

を試象たのであります。

2． 調査場所及び方法

A調査場所並にその環境

主伐地区

広島県賀茂郡志和町宇田ノロ山国有林

雨量約1,450mm

海抜高約350m

アカマツ70年生林分を主伐しその一部に所定の加工

を加え，林内に放湿もしくは撤稜して供試丸太とした。

間伐地区

広島県賀茂郡福富町字膳ノ巣山国有林

雨量約1,500mm

海抜高約850m

ヒノキ約‘40年生造林地内に侵入のアカマツを間伐，

これを諺閉称分中に所定の加工を加え林内に放置叉は撒

積して供試木としたのであるが，大阪営林局管内国有林

のヒノキ造澗地には，かかる林相が極めて多く，従って

実務に於いてもアカマツ間伐材が搬出販売等の関係によ

り長期に亘る林内貯材の必要が生ずる場合が往灸にして

あり，間伐地区を設定した。

～

づ

や

＝ｰ

筆者・西条営林藩志和狽当灰奉拝
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奈須：ア･カマツ丸太の伐郷謡削及剥皮が虫害に及ぼす影響について
垂

梅雨期までに処分の配慮が望しい･

4．梅雨期前後の貯材･は棚賦をさけ，日照，通風良好

なる場所にバラバラのまま貯材すべきである。

5． 伐採時期により全剥の材といえども環境によって

は虫害力溌生するから特に繊穣材について充分の注意が

肝要である。

6． 1カ年以上の長期に亘り貯材の要ある場合ば如何

なる場合も全剥とするのが無難である。

以上簡単に調査慨要を申述べたがこれに関連して，

（1）価格変動に対する伐採時期の問題。

②剥皮の丸太乾燥におよぼす影響と搬出運賃の関係

等残された問題が多女あるのでありますが，今後の調査

に童つことと致し御了承を得たいと考え菫す。

2． 5月～6月の伐採は中止することとし，万止むを

得ざ馬場合は全剥の上，直に林外に搬出し，早急処分の

こと。

3‘、 8月伐採のものについては全剥とすること。

c一般的共通事項
1．伐採後の処分ほ他の事梢が許す限り迅速を旨とし

伐採，授出，処分の一貫した計画性が必要であり，6月

9月の4カ月間の貯材は避ける様,生産処分計画を樹立

すべきである。

2．伐採適期は11月～2月が最良であるが，此の間

の承により難い場合は8月伐採開始2月終了として剥皮

の経費節減を計るべきである。

3．梅雨期前後の伐採は避けるべきが当然であるが，

既に伐採済の材は仮令最良期に伐採したものといえども

主伐区城

広島県賀茂郡志和町宇田ノロ山国有林

雨量年間約1,450mm

海抜高 350m

、

《
‐
）

間伐区城

広島県賀茂郡福富町字膳ノ巣山国有林

雨量年間約1,500mm

海抜高 850m

|"鶴“
！

被害程度

6月 7月'8月|，月

1 n l n l nI

被害程度
伐採時期｜剰皮程度 伐採時期

'7月'8月'9月'6月

北
剥
剥
剥

全
縞
無

剥
剥
剥

全
縞
無

月
一
一

０１一月９

一
一

9月～10月
Q

lU IⅡ

| | 11
剥
剥
剥

全剥

統剥

無剥

全
縞
無

11月～12月

’
11月～12月 ●

’ I

１
１

剥
剥
剥

I

’

１
１

1

1

全
縞
無

全剥i

縞剥

無剥

1月～2月i月～2月

《
一

全
綿
無

■Ⅱｻ

’

剥
剥
剥

全剥

縞剥

無剥

3月～4月 111

1V

3月～4月 Ⅱ
Ⅷ

』1

Ⅳ

工
Ⅳ| ］

Ｉ
Ⅲ

剥
剥
剥
剥
剥
剥

全
縞
無
全
縞
無

全剥

縞剥

無剥

Ｉ
虹
Ⅳ

Ⅱ
Ⅳ
ｖ

Ｉ
Ⅲ
砿

王
Ⅲ
菰

5月～6月5月～6月 １
Ｊ

一
全
縞
無

一
に

一
兆

剥
剥
剥

月7 月 １
１

１
Ｉ

Ⅱ
Ⅲ

7

Ｉ
ＨＩ

一
一
一

一
一
一

全剥

縞剥

無剥

全
縞
無

剥
剥
剥

－

｜
｜
’

月8 月 8一
一 | 皿

備考．調査環境の差がそのまま表われて，間伐地域はヒノキ林分中の調査である為，主伐地区に比し常iこ多湿で

日照，通風髄めて悪く，従って被害程度は箸るしく大となっている。
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第2回林業技術コンテスト参加；

私の体験した密からの森林保護

情市 川

第1表管内の害虫
まえがき

1954年5月の旋風，9月の15号殿風によって北海道

の森林は20余万町歩，8,000万石にも達すると云う風

倒被害末を発生した。

もし今後，この風倒木に対する害虫防除の処理を怠る

ならば過去の昭和11年の樺太，大正13年の北見，昭

和16年の十勝の風倒跡地で起った様に，この風倒木を

温床として穿孔虫が大発生し生立木に蕊廷する慮れがあ

るので，この防除法について識者間の関心の的となった

のである。

従来穿孔虫の防除方法としては早期発見，早期駆除と

云う段階に於いて剥皮を前提としてきたのであるが，此

の度の層雲峡上川経営区を中心とした礎風被害は，面穣

43,000m渉材積2,200万石と云う膨大な数量に達し，

従来の防除作業では到低その万全を期す事が困難となる

のでこれに対して害虫密度の増加を極力防止する方法が

検討され，ここに薬剤による穿孔虫防除事が提案され，

人力による撒布と共に地形或は風向等被害林地に応じて

撒布するに最も可能性の強い航空震,就中ヘリコフ・女一

による薬剤撒布が計画されるに到ったのであ.る。

この空からの薬剤撒布による穿孔虫防除は実験室を一・

挙に飛超えて，いきなり事業の実行に移されたものであ

って，我国としては始過ての議象であり，ここにその足

蹟を尋ねて今後の森林害虫防除対策の一助に致したいと

考える。

I 森林害虫のあらまし

当署管内石狩川源流地滞に分布して居る穿孔虫類は，

1952～1954年にわたり実施された石狩川源流原生柵総

合調査結果に基けば，トドマツ，エ.ゾマツに寄生する害

虫は第1表の通りである。

これ等の害虫は，今度の様な異例な鴎風によって多量

の風倒木を発生すると，彼等の最も妊むこれらの風倒，

挫折木を繁殖の場として棲息密度を増大し，残存林分の

自然的平衡の破壊が穿孔虫類の生活に好条件を与へ，そ

の密度を増加した穿孔虫類が高い棲息水準を維持するこ

とになる。

’樹種’ 第1次性害虫 第2次性害虫

1､ドマツキクイ ツツシンキクイ類
モミノコキクイ ハイイロカミキリ
ヨツポシヒゲナガカミトドゴプキクイゾウ
キリ ． ゾウムシ類

トドマツ

１
１

へ

ゾウムシ類
ウスチャイロキクイ類
ア1､マルキクィ類

ヤツバキクイ
エゾキクイ
ホシカタキクイ類
セイリンドウキクイ
カミキリ類

ツ
ゾ

マ
エ

ゾ
カ
ッ

エ
ア
マ

今回風倒と同時に穿孔虫防除が大きく取上げられるに

至ったのも，新たに今後発生が予想される生立木の枯損

を最小限度に到御し，擬重なる森赫費源の保護と云う点

を主眼としたものである。

I昭和30年度森林害虫防除事業

計画の大要

①梅 要

虫害発生の適期と思われる時期は，従来年2回の発生

と云われているが，防除の立場からすればこの時期を逸

せずに薬剤撒布を行う事が最も望ましいことである。
当署の鴎風波害林地に於ては，その標高差に応じる気

温関係により，年1回～1,5回とその発生時鰯を異に

していることと，更に限られたヘリコプターの棲数をも

って膨大な面積に然も短期間にこれを実施することは，

極めて困難を伴う事であるので，林分の状況，標高，既

往の害虫密度の多少等の諸因子を勘案して慎重に虫害防

除事業の実行を進める事となったのである。

②撒布地域の選定について

概要の仁ころで述べた擬な種々の事柄と共に併せて，

当署管内の集団状被害林地に於けるエゾマツ，赤エゾマ

ツの占める割合は，被害材稜の65％にも達するので，

エゾマツ，アカエゾマツの第1次性害虫をトドマツの第

1性害虫よりも大きく取扱って考へ，上川，層雲峡両経

営区のエゾマツ混交度の商い地区を選定する事となっ

た。

尚，掘布地区の選定基準は第2表の通りである。

ゆ

－

筆者・旭川営林局上川営林懇石狩穏当灰羊係
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市川：私の体験した空からの森休保護 、

第2表撒布地域選定基準 面稜を防除する関係上穿入防止嫌忌という予防的な処置

をとる上にも，薬剤の残効性の永いものが殺虫力と共に

要求されるのである。

各種薬剤で検討されたのであろうが，当署管内の航空

撒布においては特に高濃度の,BHC5%粉剤（森林書

虫用）300メッシュ仮比重0．5％以上のものをha当り

20kgを撒布することとなった。尚薬剤織布の対照とな

った面積,材積は第4表の通りである。

第4表実施対照面積材穣表

(い）昭和29年5月の風倒跡地で，昭和30年以降に
利用され為地域

(ろ）昭和29年9月以降の伐採跡地で末木技条の散乱
して居る地域

(は）素材として山元に長く放置される箇所

(に）折損被害木が多い地域

(ほ）トドマツ被害木が多い風倒跡地

(へ）昭和30年8月以降に被害木処理が持越される地
域

(と）残存林分にして老令衰弱木，被圧木の多い地域

面積hal材稜千石|備
’

経営区
＝雲
"毒

③薬剤撒布の時期について

薬剤撒布に当って最も効果的な時期を決定する為には

害虫発生状態を熟知することが重要であると共に，薬剤

の殺虫力，持続力による影響効果を知ることも極めて大

切な事である。叉害虫と密接な関係をもっているものは

温度であるが害虫の適温限界の最底温度健，ヤツバキク

イ及びエゾマツキクイで3｡C,ホシガタキクイで5°Cと

云われ，その最も多く発生する温度は大体17｡Cからと

云われている。当地方に於いては，トドマツキクイ，エ

ゾマツキクイ朧5月下旬より穿孔を開始し，6月中～下

旬にかけて最高期となり，ヤツパキクイはそれより1‘旬

程遅れて発生するものと老へられ，撒布時期の決定に際

しては，各地測候所の長期気象観測報知等も参考として

5月中旬～6月中旬が最適期と認め，標高の低い上川経

営区より順次実施する事となったのである。

④薬剤撒布の方法について

種灸検討の上当署管内に対し特にヘリコプターが使用

される事となった理由としては，風倒被害地が奥地林分

で，しかも膨大な面積にわたるため労努管理が極めて不

便である事と，防除の時期の問題，実施監督上等の問題

に対し悪条件が重るため，機動力を持ち人員が少なく且

短期間に，しかも予防的効果を充分に期待出来得ると云

う実務的基本原則によって求められたものである。

尚，当署管内に配置される事となったヘリコプターは

3機であり，撒布に先立って予定された1機当りの作業

能率は第3表の通りである。

第3表ヘリコプター1機予定能率

｜

’
｜ ，上 川

阿雲峡

計

4，560

13,488

18,048

1,658

10,314

11,972
《
ｄ
』

1I 実施結果を顧みて

①ヘリコプター基地の選定について

基地の選定ば薬剤1紺肘実施の能率向上の上に重大な関

係をもつものであるから選定に先立って撒布地裁を充分

考慮の上，満度に被害地内の赫遁網を利用して，基地を

選定する事となった。その基地選定に際して考慮された

事項は第5表の通りである。

第5表撒布地域選定基準

ダ

β

(い）地上輸送連絡の便を考慮して配備すること。

(ろ）標高が低く進路の開けたヵ所を選ぶこと。（標高

が高くなる程,塔裁量が減じ離陸する時進路が開

けたヵ所でないと安全速度を保持しようとする関

係上搭載量が減ずる。

(は）平均行動半径を出来るだけ小さくすること。（当

署の場合平均4kmであった）

(に）夜間はヘリコプターの整備,情報,作業打合せ，夜

間警備,その他の連絡上中ヅ越喋地を設うけること。

q

《
一

②各基地間の連絡について

各基地間に於ける業務連絡の遅速ほ，ヘリコフ・ターの

迅速性と相挨って害虫に対する日時的な薬剤効果上の問

題にも大きく影響するものであるから，営林署と撒布地

区の中央に位する一大学平総合基地間には固定電話を，

其の他の基地には携帯電話を使用し，又必要に応じては

地内に設置されている無線電話を使用して各基地間の連

綿に万全を期した。

③離着陸場の設営について

ヘリコプターの離着陸飛行は，地上停止状態から真直

に2～3m浮場し，その後風上に向って10前後の上昇角

度を保ちつつ上昇し，又これと同様な情況で着陸するも

のである。この為離藩陸場は風向（常風）に注意して殻

1回粉剤塔職量

1日作業所要時間

1カ月予定作業日数

撒布鵬度

100～160kg

平均5時間

平均20日間

20kg=1ha当り P

⑤使用薬剤について

薬剤の選定は重要にしてかつ決定的なものである。穿

孔虫は樹皮の内部に穿入加雪するものであるので，発生

の時翻をつかんで撒帝することば勿論であるが，旗大な

－28－－
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市川：私の綱議した空からの森林保護

筵する必要があり，周囲に障害物がなけれ

"7m3の場所があれば充分である。設営

に当ってば，錘也周辺の剛到木の)閃娯と地

形とを核論して，個所により組立式難着場

も毒設した。尚この組立式離謹易の請菌

は，1屯程度のヘリコフ・ターであれば750

kg/mgの強度があれば充分である。

④基地の椴況について

当署管内に配置された3機のヘリコプタ

戸に使用する塾馳は, 1,800haの散布地

域に対し種友職尉された続果8基地を設け

ることとなった。その基地の概兄は第6表

及び7図の通りである。 ●

第6表基地の概況

寛8図白楊卒基地図

位置図平面図

態､一
→

一

毒 ／誉
此の方向水弱迩の潅錘勺15m

⑤代表的なヘリポートについて

当署管内の代表的な離着陸場の一つは，白楊平離着陸

場であって，四方は全部皆伐的風倒跡地である。離蒲陸

場の位置は石狩川水面より約50m程高い山腹を通る林

道を利用し設うけられたもので，谷の方向にあたかも片

桟橋の標に丸太を組立てたものである。此の嫌な離着陸

場は運搬に都合が良いばかりでなく，前方が谷の方向に

充分開けているため，ヘリゴプターが安全速度を出す迄

谷に降下出来て他の同標高の離着陸場の塔裁量よりも遙
かに多く塔載出来て,然も安全である(第6表参照のこと）

尚この離着陸場の概況は第8図の通りである。

⑤薬剤散布実施上の注意について

最小のものをもって，最大の効果を得ると云う経済上
の一大原則と共に，国家の財産を管理すると云う厳正な

立場から，

（い）操縦士に被害区域を充分に確かめさせ，1日

の授下林班，薬剤量，面穫を明瞭にすること。

（ろ）散布の実態を確認するため，作業所要時間を

記録すると共に，実際に予定した個所に散布されている

か，どうかを暑の職員をもって確認させることが必要で

ある。
⑰

⑦ヘリコプターの稼働状況について

当署管内に於いて実行されたヘリゴプターの稼働伏況
は第9～11表の通りである。

第9表ヘリコプターの日の能率は

一

経営区|基珊著|標高ml塔赦量k4備考

’
溝．

高山第1’

大学

づく ン

ニセチ

白 楊

ヤ ン

川
詫
一
平
ケ
ロ
平
ペ

ヤ
．

480

560

776

836

900

830

800

“
“
｜
、
夘
如
叩
帥
１

上川

層雲峡

1

位置図 汁7図

方、

②

一

(散布総時間艇機数）

(散布総薬量／ ）

(総回数／ ）

・・4時間

2,743kg

27回

飛行時間・・

散布薬剤量

作業回数．．

凡

第].O表へリコフ・ター1回の散布能率ばこのうち白楊平へリポートとヤンベヘリポートでは，

標高が雌燕同じであるのに,塔裁量が一画に20kgも相

違している。これは標高が高くなっても基地条件の良否

によって塔敏量が異なる好例である。

飛行時間…10分（実績散布飛行時間/実績飛行回数）
散布薬剤量･･102kg(実績散布薬剤堂／実績飛行回数）

－29－
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市川：私の体験した空からの蒋淋保護

第11表ヘリコプターの極卿斐の能率は （は）薬剤が気流に流れて，無効となる量が多いこ

と。（人力よりﾌ癖I）

尚ヘリコプターは，雲天，早朝，夕刻が散布条件とし

て良い様であるが，害虫の飛翔時間は昼間であるので，

これについては一利一害であると思料される。

⑨薬剤散布による効果について

薬剤散布後，森林害虫に与へた薬剤効果の結果につい

ては，現在のところ何等数字的に調べていないが，散布

地域内に於いて体験した事柄についての大要を述べれ

ば，散布前の夏翻間に於いては，アブ，ハエ，力，プヨ

等幾多の昆虫類が極めて多く発生して居たにも拘ず,(こ

の情態については，殿風被害による森林の疎開と云う事

にも相等影響あるものとも思料されるが）薬剤散布後に

於いては，殆とんをその飛翔するのを認める事が出来
ず，又散布期間中に於いては，それらの昆虫類の死体に

よって谷川の水さえも飲料する事がいとわれた程であ

る。又予定されていた害虫密度よりも穿入孔が非常に少

く，特にテツポウ虫の成虫であるカミキリムシの発生は

麓ろく程減少され，散布試験調査区に於いては多数の野

鼠の死体も認められた。以上これらの事柄の承によって

の判断ではあるが，これを単的に纏めて見るに， 30年

度薬剤散布実行前に於いてあらかじめ予定されていたと

ころの害虫防除効果に対しては，充分なる効果があった

ものと思料される。叉全般的な薬剤効果については後日

営林局より公表されるものと思料される。 以上。

最高飛行時間

最高散布量・・

最高散布回数

7時間23分（1

･･7,200kg(1

．．70回 （1

日中飛んだ最高時間）

日中散布しだ最高散布量）

日中飛んだ最高回数）

③他の散布方法との比較について

ヘリコプターを使用しての薬剤散布に対するその長短

については，識者間に於て他の散布方法と種々比較検討

されて来たのであるが，その実行結果の大要述べれば，

長所とする点

（い）大面穣を短期間に，しかも最小の人員をもっ

て処理する事が可能であるため，防除の適期を逸する事

が少ない。（人力より有利）

（ろ）奥地林分の様な悪条件のところでも防除作業

が容易に実施出来る事。（人力より有利）

（侭）地形が悪条件のところでも，離着陸場が簡単

に建設出来ること。（飛行機より有利)。

（に）回転翼による強力な下降風によって，薬剤を

被害木に対し直下に吹きつけること。（飛行楼より有利）

短所とする点

（い）天候特に気流の荒い時は使用する事が出来な

いこと。（人力より不利）

（ろ）確実に薬剤を目的物に附着することが出来な

いこと。（人力より不利）

（
Ｊ
』

炉
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中村教授還暦記念事業報告
本事業は皆操方多数の熱心な御賛同をえて下記のよう 名簿は会員数が2千にちかいので，費用のつごうから

な多くの参加申込がありました。記念事業のうち随筆集 たいへん勝手ですが路させていただきます。また，この
論文集の刊行とその会員への配布および肖像写真の東京 報告も本来は各位へお届けいたすべきものですが，住所
大学への蔀凱哉すでにおわりました。なお蔵書整備の仕 をかえられた方も多く，おてもとにとどかない場合があ
事のうち小冊子類嬢理，目録作製などがのこされていま るとかんがえ，誌上広告にかえました。
”：,事業の大半はおえたものと承られます。ここに事 昭和31年8月
業の進行状況，収支をおしらせし，会員各位の御協力に

中村教授還暦記念事業会発起人一同
対して発起人一同心からお礼申しあげ室す。

収支計算書
収 入 支 出 ‘

普通会費 1,117,400門 記念事業費

絵薑 ’鍬 礎塗薬論文集の配布 9蹄8厩篭繍と灘276冊 76,630猿畿衾霧淳 ’澱 本箱2 58,000
事誇運営費

印刷 7,990
通信 6,627
広告 20,000
その他 7,207

残 額 17,512
計 1,132,286 1,132,286

《

《
一
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今から20数年前，東京営林局の庶務課長として3年

半ばかり勤めさせてもらった。当時の営林局は神田鎌倉

橋のほとりにあったバラツ‘クで, j凱掛を距てて同じくバ

ラックの山林局と相対していた。

営林局には当時の所謂高等官なるjものが10数人いた

ので，週1回，局長室で昼食を共にし， ユ5銭のライス

カレーで雑談に花を咲かせた。ま

の内轡察署の隣りの店輔でショウウインドウの中に袋角

をつけた鹿の剥製が飾ってあり，屋上の大看板には2尺

4方もある太い字で湧力素と書いてあったのでたずねる

までもなくすぐ解った。湧力素は小粒の白い丸薬で小瓶

に入れてあり,値段は4円位であったように覚えている。

4円というと前述のように小料理で2回豪遊出来るの

だから，その時代でも相当の価絡

た，隔月1回位は銀座あたりの小

料理屋で小宴会をやったが，食事

も御酒も鱈腹やって1人前2円位

であった。なお，この裳会は局長

や課長は一同を招待し，その他の｜
人は数人連合して経費を負担した

ものである。いま考えると，よく

もそんなことが出来たと夢のよう

にも思われるが，当時はまことに

呑気な世の中で，そして愉快な役

所でもあった。

私共の昼準には山獅話の方を

も常に参加してきたので益々賑や

かになった。こんな或日の昼筆

のときである。山林局の某課長が

である。しかし飲んで承ないこと

にほ話にならぬので買って試用し

て悪た。勿論私も当時は血気盛ん

な年代であったので確かな証拠を

つかむことは出来なかったが，た

だなんとなく効きめがあるような

気がしたのである。

以上は私にとっての虎の骨の秘

薬第1号であるが，それから7．

8年後に満州国の林野緬司に勤め

ることになってから，秘薬第2号

に巡り遭う機会に恵まれることが

できた。

それは奉天営掬奇に出張した時

である。局長の河谷俊清君が刀老

酒というのを飲ましてくれた。味

－随筆一

虎の骨の秘薬

一

一
》

◇

伊藤荘之助
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長寿の秘薬である虎骨酒というのを飲ましてくれた。味

も香りもキング・オブ・キングスやオールドパアなどの

上等なウイスキーよりも優れていて，実に何とも形容の

しようもない程にうまかったが，非常な高貴薬だという

ことでもあり，また，座には酒豪で名の高い奉天省次長

の皆川豊次君も同席していたので，ウイキーのコップに

2．3杯飲んだだけで遠慮してしまった。河谷君の話に

よると，この虎骨酒の製法は滴鉄総裁の平島敏夫さんか

ら特に伝授されたもので，虎の骨を白酒（パイチユウ）

の中に数カ月間浸しおき， その中に漢法によるいろい

ろな貴重薬をスれたものであるが，その処法は滅多なこ

とでは教えられないというのである。当時，虎の骨1匁

の価滞は金1匁に比敵するとも聞いていたので，特に伝

授をうけようという気にもならなかった。

ところで，その後多量の虎の骨が私の手許に入ること

になったので，まづ，その経緯を記して象よう。

紀元2600年の建国記念祝典が行われるについて，満

州国皇帝から日本の天皇，皇后両陛下と皇太子殿下に虎

の皮を1枚づつ都合3枚を献上することになり，その調

達方を林野総局が引受けることになった。幸にも白系露

人が捕盤した3頭の虎を治爾浜の特務機関の肝スリでス

手することができたのだが，この虎は満州でも珍らしい

大虎であったので，毛皮に精製すれば1枚6000円位に

はなったろうと蹄つれる。大体1頭の虎の皮と骨とは，

ほぼ同じ位の値段であるといわれていたから，1頭1万

オットセイのある部分をたべすぎて鼻血を出したという

話をしたものがある。それで，山林の副塵吻としても鹿

の袋角や，俗にイカリンオといわれる三枝九葉も菰瀦剤

として効きめがあるとか，その他いろいろな珍説も出て

きたので，これにつられて，偶々臨席していた山林局の

業務課長で勅任技師である武井鈴男さんが次のような語

をした。

日比谷の交叉点の脇に湧力素という強糖剤を売ってい

るが，これは帝室林野管理局長の三矢宮松さんが朝鯏恐

督府の政識懲詮をしていたときに，李王家の秘薬の処法

をきいて調剤させられたものだそおである。こんなわけ

で，同局の撤涯凌師(洞淳博士)の和田国次郎さんが夫婦

で試用して承たのだが，和田さんは朝起きたときなど，

からだ全体がピントしていて昔の若さをとり戻してきた

ので喜んでいた。ところがある日奥さんが「アナタ大愛

なことになりましたよ」というので，「何だ」と訊ねて

承たら「もう10数年もみなかったものを見るようにな

ったので，もしも良い歳をして子拱でもできたら世の中

の笑いものになるから，こんな薬はやめましょうよ」と

いう。和田さんも「それは大変だ」と驚いてやめたとい

うのだが，誰か元気がなくて困っているものがあったら

飲んで桑たらどうだという話であった。

ものずきな私は早速日比谷の交叉点に行って染た。丸

、

a

一．

筆者・馬事公苑長
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伊藤 ： 虎 の 骨 の 秘 薬

なったので，河谷君に頼んで､その製法を教えてもらっ

た。同君も今度は快く教えてくれたのであるが，唯，余

り沢山の人に流布されては折角秘法を伝授してくれた平

島さんに済まないと'いうことであり，私ももっともな話

だと思ったので，私の後任者である掻川恭佐君と狩獄係

長の片山胖君外1，2の方に同じような条件を附して秘

法をお知らせしたに過ぎない。そして，税法の薬は丁度

20種類であって，その内には肉桂のようなありふれたも

のもあったが，大部分は私の知らない高貴薬らしいもの

であった。

昭和19年の春，私は転倒して胸を打ったのが原因で

浸性の助膜炎を患って2カ月許り寝てしまった。その際

私を診療して下さったの朧隣りの官舎に住んでいられた

新京医科大学を長の山口清治先生であるが，先生は酒好

きの私に同情じて，1合位の晩酌なら寧ろ健康回復上よ

ろしいといって下されたので，いよいよ虎骨酒を造って

飲もうと思った。然し，当時大東亜戦争も苛烈になり，

新京の薬屋では秘法の漢法薬が揃わないとのことであっ

たので，甚だ残念でならなかった。

肋膜の予後ほ日本に帰った方がよかろうと思い，満州

国からお暇を頂き,その年の12月に帰国した。帰国の際

虎の骨の半分は後任の松川君の為めに官舎の台所に吊し

て残し，他の半分は内地に持参したので，また，早速薬

屋に行って調剤を依頼して承たのだが，その薬屋からも

今時こんなにいろいろの漠法薬はトテも揃わないといわ

れて，到盈虎骨酒を造ることは出来なかった。

戦争の末期に住宅も家財も一切焼いてしまったので，

虎の骨も虎骨酒の秘法も一緒に烏有に帰してしまった。

また，新京の官舎に残してきた虎の骨も，終戦になって
から松川君が何かの足しにしようとして売ろうとしたそ

うだが，何の骨だか解らないといわれて売れなかったと

いうことである。

この虎の得ばもともと只で手に入ったものだから烏有

に帰しても，もともとなのだが，差しも虎の骨の虎骨酒

の秘法が残っていたら私の白髪ほもう少し黒くなってい

たであろうなどとヒヨツト考えることがある。

円位はしたであろうが，それを3頭で1万5千円で売っ

てくれたのである。但し，これには他に転売はしない，

必ず皇帝の土産として日本の皇室に献上するという条件

がついてはいたが，虎の骨の値段はただ象たいになって

しまったわけである。

しかし，この虎の骨も売れるものなら売ろうと研究は

して象たのである｡調べてふると,新京の薬屋ではトテも

買い切れないから奉天え持って行って売らなければなら

ぬが，奉天の薬屋でも1軒や2軒で買えるものではない

ので，広告を磯して買受希望者を募らなければならな

い。それにしても，骨を切り離してし蓑つては，どこの

馬の虎だか解らなくなって無価値になるから，何月何日

何処で虎の骨を売るからといって希望者を集め，その眼

の前で虎から骨を切り離して売らなければならないとの

ことであった。また，その骨も部分によって価絡に大変

な相違があり，一番高価なのは前謬(手首のところ）で
次ほ飛節（足首のところ）だから，これもいろいろな部

分に幾口にも分けてス札でもしなければならない。とい

うようなことが解った。

ところで困ったことには，厳寒の折でもあり，満州国

内では鞍すわけにはいかず，一刻も早く生皮を日本に送

って毛皮に締製してもらわないと，2月11日の紀元節

に間にあわないということであったので，結局骨は売れ

なくなってしまった。こんなわけで，骨は希望者に分け
たので，私の手許庭は前膠も飛節もがえた相当量の骨が
入ることになったのである。

余談であるが，虎の肉はどうしたかというと，これは

平素世話になる総務庁の方之を招待して試食した。虎の

肉はI誠が少いので，牛肉の脂でスキ擁にしたのだが，

満州の牛肉よりは柔かく，また，味もより以上であっ

た。なお，骨も効きめがあるほどだから，心臓はより以

上の効きめがあるだろうと，これは国務総理大臣の張景

恵さんに差上げることにした。あとで，秘書官の松本益

男君に訊ねてみたら確かに食べられたとのことであった

が，どうして料理されたかは聞きもらしてしまった。

さて虎の骨が手に入って歌ると虎骨酒を造って象たく

一

ヤ

1

ー

(24頁の続き） ことも考えられるが，この様な根の生育状態が火山砂礫

における凍上被害の大きな因子と思われる。

トドマツ，エゾマツの苗木にあっては，その浪系の発
育状態から蕊て,20cmの厚さの作土を必要とされてい
るが，作土の厚さ平陰111cmの当苗畑では希望する作土
の厚さ20cmとするためにば， まず火山砂礫の層を取

り除いてその上，上層部の砂壊土11crnと下層の砂土

9cmとの天地返しにより希望する作土の厚さを作り，
以って苗木の根系が自由に墓廷する範囲を広くして根の
抵抗力を強化すると共に，従来の予防措置を識ずれば凍
上による被害は最小限度に止めることができるものと思
う。

今後この試験を続けていくに当ってば，凍上の発生を
促す他の原因，すなわち土壊水分の関係，気象関係，土
性等についても併せて検討の上，更に研究を進めていき
たい所存である。

i
襄謬諺

:麹溌議:礎￥
撫熊淑
鋪砿蕊::蕊・

|||||||||||II
溌熟雪由 P

●鈴淫今夕。咄

グ抽唾》Ｊ－球

．８Ｆ。エ毎
■■句

・乳輪恥
沙・グー鍜炉

○夕■■－

．℃◆●､

1,,J ,･透る

議溌
↑
砂
壊
土
坐

WIM1W

砂
土

’
対照区における根 火山砂礫除去区における
の発育状態

第3図試識区別根蕊雛
－32－－

、

'



る。しかし，単なる随華ものではなく，これから多くの

有益な林業知識を学ぶことができる。と同時に，著者の

50年の体験からでる著者特有の林業思想にふれること

ができる。殊に，本書においては，主題の説明とともに

絶えず著者の卒直なる疑問を開陳し，読者に対し有益な

問題提起をなしている°

本響において噸別に大きな区切りはしてないが，筆者

の考えでは次の3つに大別できるように思う。

第1は主として造林に関する問題で， 11編からなる

造林幟著者の専門とするところである。主なる項目をあ

げてふると，造林前作と林野の火ス，林分を構成する単

木の個体性，間伐木の正しい選別一間伐木の選定と樹相

学,造林上2つの疑問（杢材の造林と松脂採取木の成

長)，木材増産の多方面とその研究事項,嬢林択伐はな

ぜ皆伐より増産する力等である。

これらのうち興味深く読んだのは，側枝を挿せぱ梢を形

成しない樹種のあること，挿木造林地に多くの赫業品種
のあることよりする個体遺伝説に対する著者の疑問であ

る。また，外来樹の旺歌に対し〃外国樹の輪スは前世紀

以来スペイン人を始め英仏独等欧州で千数百種について

試みられたけれども，造林の見込象ある、の僅に3，4

種にすぎない〃といましめている。

つぎの10編は農村林業に関するものとして区分でき

るように思う。主なる題目は，農林業の関連性，部落有

林野の性格，曲解されやすい農村林業,有畜農業？有畜

林業？，飼料林の構想，落葉の農用価値，林野開拓事業
えの塞等である。

農村林業は鍵材業の盲点としての存在であったが，戦

後大きくとり上げて研究の対象となりつつある。しかし

ー
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著者 早坂不二雄

ソ 建 材

A5版122頁

昭和31年8月20日発行

首都建設協会出版部

東京都港区芝田村町一の三

（飛佇ピル7階）

価額 250円

複雑な国際頚構と経済問題の多い今日，わが国自体が

当面する日ソ貿易の一端である〃ソ連材〃の輪ス問題に

ついて，知友早坂不二雄氏が大正8年以来40年間の体

験に基づいて，その労著を上梓されることになったこと

は，誠に艤宜に適したことと喜びに堪えない。

その内容は，次に掲げる目次の大要でも判る通り，商

業的に特に外材について，充実した内容を砿られてあ

る。貿易の実務にたずさわる方左は勿論，一般林政，林

業の方面へも，また学究的立場にある各位にも一読をお

奨めいたしたいものである。

〃ソ連材〃 目次の大要

緒言〃ソ連材〃（沿海州材）の輸入について

1）沿海州材･の歴史

2）シベリヤの森林（沿海州）

3）積出港の状況

4）沿海州の採運作業

一

L

9

責

5）沿海州材の船積作業 、著者は戦前より本問題の重要性を提唱，著者の朝鮮林業
一グ リ胃6章『ワ ロ ーマロや－日●一＆、

試験場長時代熱心にとり扱った問題である。著者によれ
6）日ソ貿易交渉

7）ソ連材の換算石数 ば, 〃昭和9年東京で催された全国林業試験場会議の席
上〃著者の提唱により，多くの論議の後， 〃ここに始め

8）ソ連材輪ス契約の基礎条項の検討

9）ソ連材･の運賃 て材築の一分科として農村ﾎ榛の誕生を見るに至ったの
である"・

10）改善すべき点及び希望条項
つぎの主題は治山治水の問題で，9編が含まれてい

11）緒論
る。主なる題目ば，森林は雨雪量を増すものか，治水行

松川恭佐
政の一元化，広義の治水保安秣を提唱する，治水におけ

《
］

呼一一一一ーーY‐ー‐ る鳥類保護,水防林の復活を望む，水田の潅厩漣必要な

林学博士 鏑木徳二著 水源林の面積,黄河治水の夢等である。
治水の問題ほ，荒廃そのものの山野の朝鮮に鼈いて永

林業読本 年林業霧婚騨湯長として,著者の念頭を去らなかった問題
である。治水の理論家としてでばなく，頻死の病人の枕

B6判･255頁，定価250R
頭に立つ臨床医としての著者の思いが各論にもられてい

農林出版株式会社発行
る。

東京都港区芝新橋4の40 最後に，庄川問題及び佐渡の行政裁判という2編があ

本書は林業の澗踊題をとりあつかった30有余の短編 る。これはいづれも，著者が裁判所の依頼により林業家
からなり，著者の称業随想ともいうべき軽快な読物であ としての立場から，前者は"発電による流材阻止〃の問

－33－
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題，後者は砿保安林解除と潅激水の係争〃の問題につい

ての鑑定並びにその顛末をかいたものである。著者の林

業界生活における思い出として語られたもので，興味深

い物語りである。

著者ば林業を只林業の立場からだけ漆なく広く農畜の
立場からも考察すべきものという見界をもち，その考え

が本書にもあらわれている。こういう意味で，独り澗業

関係者だげでなく，農学また畜産の方盈にも一読をおす

すめして本紹介を終ることとする。

名古屋大学農学部教授中山博一

ン」にあらずして「イントロダクション」である。

すなわち本書の内容ば

1．穿孔虫防除に航空機利用の現状と，その応用範囲の

調査

2．穿孔虫防除の新薬剤の調査及びその使用方法の調査

3．穿孔虫の生態学的研究の動向と応用の進展状況の調

査

4． 欧米における風害に伴う穿孔虫防除の実績の調査

5． 天敵微生物による森林害虫防除の動向

6．その他一般森称害虫並びに苗畑害虫防除技術の調査

の6項目（97頁）に及んで述べられている。

まず第1項でば森林害虫に対する薬剤の航空撒布例を

国毎に一般森林害虫と穿孔虫とに分けて述べてるが，実

際には穿孔虫に対する実施例はアメリカのみに限られて

いるし，それも好ましい成果は挙げていないので，その

理由もつけ加えられている。これは防除対策に一つのよ

き指針を与えたものといえる。

第2項では国ごとに穿孔虫防除の薬剤例えばスイスの

Xylophene6×R,XylopheneE.A. 6, ドイツのMobe･

T,E-605, スエーデンのFluralsiﾙT,などを挙げ，さ

らにアメリカで20何年も前から，うまい対策がなくて

－わが国のマツクイムシと青変菌の関係以上に一手

を焼いてる「オランダニレ病」の防除について述べてい

る。この病気を防ぐにはまず病原体の媒介をするキクイ

ムシを除くに限るというので，技師Whittenの実験例

を挙げている。すなわちキクイムシ穿入の予防として丸

太に1%DDTの零蜘或ば油剤をまいておくと，その後

90日間は穿入を防ぐ．とあるが，同技師ばAmbrosia

beetlesについて種蕊しなかったらして。借しことだ。

次にマツの樹皮下にいるキクイムシを殺すには謝薗皮

を剥ぐが，比較的うすい皮嫁剥ぎにくいのでアメリカで

はオルソデイクロールベンゼンにケロシンを混ぜて丸太

の表面から撒いていたので，わが国でも一部ではこれを

真似たが，今ではもつと安価なエチレンダイブロマイド

を同じ目的で使ってる相である。

次に第3項ではスイス及びドイツに蓋ける欧州トウヒ

のヤツパキクイによる大被害例をあげ，本害虫群が土壌

越年すること，殊に大発生地帯の中心部で秋から冬にか

けて剥皮して虫の越年場所をかく乱したようなところに

多いことを述べ,OctaterrJPOctamul剤を使って越

年中のものを殺す方法や春になって200kg/haのγ－3～

8%BHCを林地にまくやり方を紹介している。また同

害虫の繁殖回数が標高の異なる（気温の高低）に従って

或は1回となり2回，3回となって個体密度が大になる

ことを述べてい為。これも駆除技術上大いに注目に価す

ることである。次にエゾマツオオキクイ幼虫の齢と野外

ーｰｰ辛呼曹呼￥ｰ函シーーーーーーニーー二二二三一-二一瞳

農学博士井上元則著

風倒木虫害防除に関する欧米の技術

「毎年のように日本から，入れ替り立ち替り視察に来

るが，誰れもかれも同じような処を見て帰る。われわれ

は決して，そんなことばしない。何か調べる必要が起る

と，人を選び問題を脊負わせて海外へ出す。万一調査に

足りぬことでもあれば，同じ目的で他の人が（根こそぎ

調べ上げて来るように）時を移さず派遣される仕組率

だ」とかつてドイツのある学者から聞かされて,如何に

もごもつともと感心したものだ。たまたま昨年7月に井

上元則博士が選篭れて「海外の森称風害事情と穿孔虫防

除の新しい技術調査」に出張されると聞いて，これだな

．･ ･ ･と前の話を想い出しながら････うってつけの人選だ

から，おそらく海外の新知識を一人で根こそぎ持ち帰ら

れるにちがいない。おまけに，日本の森休昆虫学者の健

在振りを，ぬかりなく紹介して来られるだろうと，ひそ

かに期待していた。果せるかな御帰朝談を伺いまた今般

林野庁業務課で刊行されたこの冊子を象ると，調査の範

囲はヨーロッパ大陸からイギリス，さらにアメリカ，カ

ナダに及び既往における風倒被害とこれにともなう害虫

発生の渋況から，その防除例にいたるまで，克明によく

鯛べ上げてある。さらに加えて主なる霧淋昆虫の研究震

関や防除組織さては天敵微生物を扱っている昆虫病理

研究所を紹介し，それぞれについて主なる研究者を挙げ

ていることは極めて懇切な配慮である。

およそ害虫の密度を抑える目的で天敵例えば虫の病原

体などをスれる場合，その病原体が曾ってその土地に，

いたためしがないという時は"初めてスれる"意味で｢イ

ント戸〆クシ言ン」と呼び，元来その土地にいることは

いるが人工で入れてやって殖やす場合は，これを「＝ロ

ニゼーション」と云う。仮りに井上博士が本書の内容と

して新しい知識や技術をわが国にスれたことを，この云

葉を借りて評するならば，これは正に「コロニゼーショ

《
心

凡

‐
』
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と呼ばれる面の研究動向を，世界的に著名な加州大学の

Steinhzms巍受の昆虫侭里研究室や，カナダの昆虫病理

学研究所などを鍵農されてつぶさに報告されたことは非

常に有適蕊である。例示されたものにほカテダでハイイ

ロアミメハマキやマツノキハパチの多角体病のほかに，

毒圭昆虫や食虫昆虫の利用についても述べられている。

なお著者はアメリカで有名なマメコガネ（1916年に日本

の菖蒲を輸入する際に渡って入ったものらしい）のミル

キー病を取り上げ「あちらではこの病原体を尭也に応用

して極めて有効だから，早く日本でも此の病原バクテリ

ヤを見付けろ」と促している。いかにも聞きのがせない

言葉である。アメリカではこの虫が病にかかることを既

に1921年頃気付いていたが，病原細菌に2種あること

力判ったのはDutkyとwhite(1940)の研究によるも

ので，しかもあちらの考えでは元来マメコガネが日本か

ら来たのだから病原バクテリヤも日本が元祖ﾎfろうと云

うので，3，4年前にアメリカからC1ausenが言感し

て北緬萱までいって探したが遂に見付からなかった。著

者の議潅に東幟されて日本のどこかで人工培誕の容易な

ミルキー病点原体が発見されでもしたら，本書は別の意

味でもたいしたi釦のものとなろう。

最後の第6項では一般森林害虫としてハイイロアミメ

ハマキ,マットピハマキ,マツキリガ，ゾウムシ，マツノ

キハパチ，カミキリムシ科，カサアプラ科，ハマキガ科

のものなどについて駆除の雲訪圃列を挙げたことば，まこ

とに適切な計いと云える。ただ苗畑害虫と銘をうって僅

かにゴブキニrガネ類を一つ採り上げただけで終ってる点

ほ借しい･

農学博士長谷川孝三

一一一云一へ一一一

に請ける生活環境，発育速度についてのDv.Henriken

及びDV.Petersonの研究を紹介し，生活環境によって

世代の長さがちがう事を述べている。

次にマツ樹がキクイムシの攻撃をうける重要な因子は

樹勢であるとして，根の組織障害や食葉害虫の被害など

につづいて起るとか，或ほ乾燥した年に多いという例を

挙げている。戦後わが国でマツクイムシが騒がれ出した

のも確か昭和21年，22年にまたがって劉毎雨続きの

あとだったと思う。またロッキー山における例として，

秋から初冬にかけて（昆虫の方でまだ耐寒性の用意が出

切らぬうちに）不意に低温がおそったとき大遼のキクイ

ムシが死沁で，その大被害も同時に終隠したことがある

という。かくて虫の耐寒性決鑑について研究が行われて

る旨紹介してる。さらにここで青変菌とキクイムシ及び

酵母との関係に触れたことは面白い･マツがキクイムシ

の攻裟をうけると多くのものは青変菌が多かれ少なかれ

寄生してる。青変菌の慢延してる皮の裏をふると青変菌

のほかに天然の酵母のユロニーがいくらも象える。その

酵母と青褒菌とが枯杭する場合もないとは云えないが，

アメリカでは前から酵母が青喪菌の繁殖を助長するよう

だという建前で研究が行われていたが，その後キクイム

シを誘引するようだ，キクイムシの発育を助けるようだ

という面でも研究が続けられてる相である。著者がここ

で害虫誘致剤の創製にまで言及したことは面白い。

天然酵母中にも可なりアルコール醗酵をやるものがあ

るようだが，一体キクイムシを引きつける力は何である

かを追求したら面白かろう。別に生殖生理の側からもメ

スをスれながら一・

第4項は琴誉が隣資した欧米の大風到被瀞池の実情を

挙げたものでスエーデン，スイス，ドイツの匝掴被害ば

1954年及び1955年，イギリスのは1953年，アメリカ

のは1950年と1951年～53である。何れも詳しく調

べてあるが，なかんずく舞也で専門家に「今後の対策」

を訊ねてその意見がまとめて載せてあることは碧慧とし

て，まことに菊鮮味がある。ここでも一つ興味あること

は，最近アメリカその他で行われている害虫の癖童調査

のことである。今夏の国際#鐸率会議の際も，害虫の

Population.dynamicsの問題はディスカッションが行

われた筈だが，著者が見てこられたところによると，ス

エーデンホ鐸認識職昆虫部には穿孔虫の密睦地図が備え

てあって，蔓延の状況が手にとるように判るし，これが

また防除対策の参考に揺共される相である。まことに胸

のすぐような話だ。

次に第5項では害虫の生物学的防除特に天敵微生物

（寄生昆虫，食虫昆虫，食虫動物などを除1‘､て専ら虫の

病原体）による害虫密度の抑制即ちMicrobialcontrol

へ

ヨ

も

苧

《
室

岡崎文彬・四手井綱英編

林業実験実習書
A5版, 355pp.,朝倉書店･東京

昭和31.9,定価650円

本書の内容は，下記のとおり京都毒関係の7氏によ

って，分担執筆したものを，岡崎・四手井両教授が蒲鐸

したものである。

第1章種子の品賀鑑別法 、 柴田信男

第2章稚苗の水分生理 岡崎女彬

第3章苗剛の設計と経営 四手井綱英

第4章床替と山出し 柴田信男

第5章挿木と接木の実數 同

第6章地ごしえ，下刈，つる切 提利夫

第7章植 付 〃

－35－
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刊 紹 介新

第8章枝打ち 四手井鋼英

第9章天然更新試験と調査の方法 柴田信男

第10章間 伐 岡崎女彬

第11章林木の材質と成長量の査定 同

第12章林求育種法 小笠原健二

第13章獅巴設計 柴田信男

第14章森林病理実験法 赤井竜男

第15章風雪害と対策 四手井綱英

第16章地形の見方 柴田信男

第17章土壌の見方と森林土壌調査方法同

第18章土壌微生物実瞼法 堤利夫

第19章微気象の観測 和田茂彦

林業部門（株産部門を除く）の前記各章にわる分野に

つき，実臓と実習の具体的な方法がとりまとめられてい

る。一般に生物を対象とする試験研究は，環境要因がき

わめて複雑であり，特に剃拳は対象が大きく，かつ生育

斯間が長いので一層その困難性を加えている。したがっ

て，林業に関する試験朧，調査･試験・研究の組織と方

法，ならびに調査・測定・実験の器具と機械，などに根

本的な検討と改良を加えなければ画期的な発展は期せら

れない。それには，童ず現段階でえられている林業撲術

をつかんでおくことが必要である。

この意味で本書は林業の実験実習につき，重要項目毎

に具体的な解説と要領が葡璋kされているので，実験実習

技術の向上に，きわめて役立つものである。最近は各営

林局署において，現場担当者による研究発表が磯んに行

われ各管内の環境下で種女の要因を解析し，現象を定量

的につかもうとする機運が翠られる｡これらの鋤に着

手される方灸は一応林業の実験実習の基本を修得してお

く必要がある。

あえて本書に批判を加えれば，この内容は, Wf究者が

嫁りさげた研究をしようとするための性格に，のってい

ない。価絡がやや高いこともこの種の本としては難があ

る。

ともかく，さきに東京大学関係の諸氏によって発刊さ

れた林学雲書(産業図書，1956）とともに，制蒙実陰

の普及向上仁ハクシヤをかけることは喜ばしいことであ

る。

林業試験場造澗郡長坂口勝美

＝

凸
与
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■
◆
『
曽
矼Zｱﾆﾒｰﾀｰ

ただ一回の測定で正確・迅速に高精度の

結果が得られる定極円板回転方式
納入先

野 庁

地 局

海道開発局

本国有鉄道

海道庁

県 庁

本郵船

菱重工業

林 組

別炭鉱鉄道

量
学
設
製
修

測
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械
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機
機
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理

林
農
北
日
北
各
日
三
大
湧

一
『

蕊河上製作所
埼玉県浦和市上木崎162 電話浦和5559 （カタログ進呈）
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殺憲剤の決定版

喰いつきよく、極く少量で必ずすぐ、きき、死ん

だねずみｶﾀ発見し易いので好評です．政令で

定められた取扱基準に従って使用します．

《
歩

ききめの確かな

三共農繁 説明書進呈

⑳ 東京･日本橋藁禁漁識憲就農薬部
お近くの雪ﾐ農薬取扱店叉は農協にお問合せ下さい

』

品質を保証する このマーク／ 唖
ｒ
＆

霜臺刻琳鋤保護‘蓮は｡．
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森林害虫防除用擦煙剤

醗爵靭明翻聖
屋外用

貯穀害虫、温室害虫等防除用嬉煙剤

甥認明認雰惣
屋内用
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林業試験場技官東大識師

川 口 武 雄著
A5p.150M 250

従来の森林気象学は気象的見地から記述さ
れたが本書は林業または森林を主体として森
林保謹、森林立地、保安剃等について記述し
た画期的な図誓である。

第1章総論一赫業と気象一森林気象の歴
史と内容一気象要素とその統計。第2章一
般氣象一般気象の気象要素一気象観測法一
天気一気候。第3章微氣象一局所気候一微
気候一植物気候。第4章森林の氣象に及ぼ
す影響一森林の気候要素に対する影響一森林
の気候に対する影響。第5章森林による災
害防止ならびに厚生作用一謂馳防風林一防潮
林、海岸防風林、飛砂防止林、防霧林一魚付
林一防火称一保安林。第6章森林の氣象
温度一湿度一蒸発一風一降水第7章氣象
の観点からの森林の経営法他3項目

蝋讓灘識璽謹伊藤一雄箸
図説樹病講義

訂正版A5 p、300 \750

量罎警鑿内田繁太郎著

実用獺測量法A§p.170\130

地球出版社棗蕊澪季溌;鶏

’１
６
Ⅱ 航空写真の判読に大好評…・

新発売

実用新案第麓饗号 犀謝鐙式実徳鏡亙型ノ
↓

歴霊雲雲－－

斡旋価絡悪43,200
叩 難
慾 霊

伐採，集材，運材，間伐，造林，製炭，苗畑作

業に，其の他砂防工事，林道等の作業用に好適
であり，且あらゆる森林内の作業にこの手袋を
使用すれば殊に冬期間においては作業能率を一
段と向上することが出来る。

長1．綿軍手の13倍以上もつ（耐摩力)。
2． 綿軍手よりも4.5倍の耐熱性がある。
3． 使用上屈伸容易であり，汚れは石けんで

簡単に洗濯出来る。

4．織粒の塵挨が侵入じないから手が汚れな
いo

格大，中，小（婦人用）何れも1双190円。

特

たとへ小さな紘体でもよく高さが

感じられ識別明らかで判読が確実
だと御好評をいただいて居り室す

価

製造元東京光学K.K.

取扱所社団法人日本林業技術協会

測量指導部
東京都千代田区六番町七

｛露鰻(33:脳劉

製
発

造シモン皮革株式会社

売外林産業株式会社
東京都千代田区六番111丁七

振替東京17757番
]反引銀行三菱銀行麹町支店
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御観下さい.ノマッカラー・スーパー33型の
気品の高いデザインを！

’
マツカラー．スーパー33型は僅か”ポ

ンドに過ぎません。此の嫌な商馬力・商

切断能力のチニンソーが，此の様な軽斌

で而もよく纏った形態に出来上ったのは

枇界で溌初でありますb

スーパー33型は鋸の亜m,に比しmO%

以上の仕事をしますので，総ゆる水材切

断に関係ある方燕の必愉品としてスーパ

ー33型は決定的なものとなって屑ま．寸冒b

一見してマツカ専一の秀れた品質と
常に世界チニンツーの王座を占めて居る理由が良尺判ります。
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型顛倒運転可能式’ 気化器型

特殊繊維製エヤクリーナー
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始動装置

クラツチ

チエンオイル｜手動プランヂヤーポンプ式燃料容量 1100cc

☆カタログ贈呈★

日本総代理店 本社？東京都千代田区神圃五軒町四番地

三國商工株式會祗鞠諜田：： 鳶 留

侭
牙
四
凋
匿
臼

_声＝－－‐ 吟＝＝ ＝ニー ヱ豆庵原…＝…語霞一壼華団、 ’百回

蕊

シリンダ戸

圧縮比

待程容穣

回転数

50.8×35mm

10．5：1

69．12cc

5600R､P・M

62×38mm

8：1

130cc

4700R・P,M 長（吋） 14,18,20,23, 18，23，28，
28．33，38 1 33，38，42

自動巻込ワイヤー

自動遠心クラッチ
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